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1 .科学技術トピックス
1.1ライフサイエンス分野
(1)真核生物転写酵素複合体のX線結晶構造解析
酵母由来の転写酵素複合体を初めて原子レベルで、決定することに成功した。この複合体は10個
のタンパク質サブユニットから成る分子量約46万の超分子複合体で、あり、タンパク質複合体としては
今まで、に解析されたうち最大である。
(2)プロテオーム解析成果物への特許付与について
米国サンディエゴで行われた Bi02001の特許関連のセッションにおいて、米国特許商標庁のジョ
ン・ドー ル(John0011)氏は、プロテオーム解析成果物に関して、特定の 2次元電気泳動パターンの
出現により初期ガンの診断を行える方法を見出せば特許が得られる可能性はあるが、それ以外で
は難しいとの見解を示した。
1.2情報通信分野
(1)情報の知的可視化「ビジュアルデータマイニングJ
様々なデータを高度な画像処盟を用いてわかりやすく、かっ、新たな制面を行うビジュアルデータマイニ
ングに関する学会である「可視化情報シンポジウム」が聞かれた。ウエーブ、レット変換の手法を中心に広範
囲への応用が検討されているが、参力障が旧流体工学専攻に偏っている点が問題で、ある。
(2)低消費電力設計に関する国際会議(ISLPED'01) 
低消費電力を目的とした回路と設計に関する国際会議が開催された。今後急増が予想される情報樹齢
電力消費は、地球規模のエネルギー問題になりつつある。その低減のための革新的な手法の提言は無か
ったが、きめ車問かい技術の積み重ねが重要であろう。
1.3環境分野
(1)炭層への CO2固定化技術開発の動向
日本などでは、主に CO2を大動ら分離回収する技術と海水に固定イヒする技術の研究が併コれてし、るが、
地下深部の炭層に CO2を注入し固定化させると同時にメタンガスも回収する技術に欧米が高い関心を持っ
ている。
(2)ヒートアイランド現象の実態把握と対策
環境省は、ヒートアイランド現象が大都市で広域化、長時間化しており、中小都市でも顕
在化しているとする実態をまとめ、シミュレーション結果から都市化進行の影響と温暖化防
止のための効果的な対策を明らかにした。
1.4ナノテク・材料分野
(1)続々と発表されているスピントロニクス材料候補一室温で強磁性を示す半導体一
スピントロニクス(磁気を取り入れた新機能電子デ、パイス技術)を担うと期待される新しい強磁性半
導体が日本で次々と発見されている。
(2)光一電子融合集積回路を実現する新技術
シリコン基板上に化合物半導体を形成しデバイス化し電子回路と光回路を融合させる技術が、豊
橋技術科学大学米津宏雄教授のグ、ループと米国 Motorola社から相次いで発表された。
1.5エネルギー分野
(1)太陽電池の技術開発動向
-第12回太陽光発電国際会議の報告より一
シリコン結晶系太陽電池については、発電効率向上に関する成果発表が多かったが、前回に比
l 
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して大きな進展はみられなかった。一方の薄膜系太陽電池については、次世代を目指した実用化
に関する報告が多くあった。
(2)省エネを推進するシリコン・カーバイドを用いた電力用変換素子の開発動向
パワー半導体デバイス国際シンポジウムでは、従来のシリコン素子を凌ぐ世界最高の耐電圧特性
を持つシリコン・カーバイドダイオードと、通電時のエネルギー損失が従来の1/100となるスイッチン
グデノ〈イスに関心が集まった。また、電気学会産業応用部門大会では、シリコン・カーバイドを用い
た機器の性能予測に関する講演に注目が集まった。
1.6製造技術分野
(1)生産文化に関する講演会が開催される
生産システムのグローバル化に関連して、地域に適合した技術移転および地域に適合した商品
設計法についての講演会が開催された。
1.7社会基盤分野
(1)今なら兵庫県南部地震を予測できるか
地震予知連絡会は、「現在の知識と観測体制が兵庫県南部地震前にあれば同地震の発生が予
測で、きたか」という検討を行い、「発生前に異常現象を認識できる可能性は高いが、実用的な予知、
震源域の特定にはつながらないjとの見解を発表した。
1.8フロンティア分野
(1)海洋科学技術センターでバイオベンチャー・フォーラム開催
海洋科学技術センターの深海バイオベンチャーセンターは、深海から採取された微生物資源と
そのゲノム情報等を保有している。今後、産業界と連携し、これらを活用した新事業の起業を企図し
ているが、その契機となることを目指したフォーラムが開催され、多数の企業が参加した。
2.特集環境中の微量有害物質の計測に関する動向
現在、環境計測ではガスクロマトグ、ラフィー/質量分析法(GC/MS)等の物理・化学手法が主流と
なっているが、必ずしも十分ではなく、それを補完する手法として、生物学的な手法が注目され、
様々な研究開発が進んでいる。
本稿では、生物個体、生体物質、遺伝子組換え生物を用いる手法について紹介し、環境計測に
おける、その位置づけを考察し、環境計測の今後の方向性について検討した。
3.特集 猛威を振るうコンピュータウィルス
本年の7月から8月にかけて「サーカム(SirCam)J、「コー ド、レッド(CodeRed/ CodeRed I)J品、う二
つのコンピュータウィルスが世界中で猛威を振るった。
本稿では、この二つのウィルスを中心に最近のコンピュータウィルスに関する動向と、なぜこれら
が広まったかを検討し、最近のウィルス対策についても紹介する。
4.特集 カナダの科学技術政策動向
カナダは従来米欧に流出していた研究人材を留める政策や、海外研究者、機関を誘致する政策
などにより優秀な研究人材の流動を促して研究開発のアクティビティを上げることに成功している。
その他バーチヤノレインスティテュートによる技術移転など科学技術政策の新しい試みについて触れる。
5.特集米国2002年度政府R&D予算編成の動向
本稿では最新の予算編成状況をもとに、米国の2002年度政府R&D予算について展望した。
米国では2002年度(2001年 10月""2002年9月)を目前に控え、同政府予算の議会審議が大詰
めを迎えているが、政府R&D予算の約7割を占めるDODおよびNIHの予算成立という最大課題が
残っており、最終的に全機関のR&D予算成立は年度開始後、数ヶ月程度ずれ込む見通しである。
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1 . 科学技術トピックス
以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査員の投稿(9月号は8月4日より9月7日まで)を「科学
技術トヒ。ックス」としてまとめたものです。センターにおいて、関連する複数の投稿をまとめ、また必要な情報を
付加する等独自に編集するため、原則として投稿者の氏名は掲載いたしません。ただし、投稿をそのまま掲
載する場合は、投稿者のご了解を得て、記名により掲載しています。
1.1 ライフサイエンス分野
(1 )真核生物転写酵素複合体のX線結晶構造解析
~!!_;(_Zオ.三}}ç~害:([!_.R:..K9.m~.f:lr_g_QJ位L最近λ酵母
血表。転主酵素.複;合.体主却治宝厚壬v~止1ご法定;士
る.ζと長成~.~た(Science (2001)voL292 No. 5523 
Page 1863-1882幻)。 ιζ.り複会全:傍使l怯主1叩Qj伺値lq).芝;どf乙:乙β~~質芝
Z三三y
るι.分子量としては RNA一タンパク質複合体のリボボ、ゾ一
ムに次ぐ大きさで、'1..~子'.~?_質複合生と.~~支ーはー全主主~;
経費さbーたÍl.q).り豆ちー最.ts.:雪あーる且実際には、'1._之子.~?_
質りみ泣ぅs>.構成されるー 転宴酵嘉複合ー 体ー とー DNAとRNi生
をー金主f!転写飽長虫開ff_([!_立ー体ー構造走法定:L-立且ー
転写複合体の全体構造はカニのはさみのような形
で、 10個のサブユニットのうち大きな2個のサブユニッ
トによりその大部分が構成され、その他はこれらを取り
囲んでいた。この構造はこれまでに得られた生化学的
な解析結果や電子顕微鏡像とよく一致し、時期的に前
後して構造解析された細菌由来の転写複合体やファ
ージ由来の転写酵素との比較から、活性中心が高度
に保存されていることもわかった。はさみのくぼみにあ
る活性部位には活性に必須な二価イオンが存在する
ことも判明した。さらに、異なる結晶構造の解析から柔
軟性に富んだ基質 DNAの結合に重要な領域が見つ
かった。一方、転写伸長複合体の構造からは二重鎖
DNA及び伸長中の RNA-DNA複合体が結合しており、
基質 DNAや転写される RNAの進行する経路を見る
ことができた。 RNA合成にはタンパク質の大きな構造
変化がカップノレしていることも明らかになった。
!転主車整寒援金.体j主転5.':f;働三基ー鞍構成要素支~ï!?:るι
しかし、この酵素は単独で働くわけではなく、様々な転
写因子やリン酸化酵素によって時間的にも空間的にも
その働きが調節されている。今回解析された複合体に
おいて、リン酸化によってその活性調節されている部
分は、揺らぎのせいで、構造決定には至らなかった。一
方、転写複合体と直接相互作用する転写因子は数百
に上る。全鋒ーは;:;:，~.~面接:.~.な転霊謂節困壬と虫複金体
解J哲が進?!Q}られーもー立ー体構ー造(J)観点なb長宴調節(J)註
期点鰐~ーされーる三と.~~るーをQ.
(生物分子工学研究所 森川歌右氏より)
(2)プロテオーム解析成果物への特許付与について
2001年6月25日、サンディエゴ、で行われたBio2001の
特許関連のセッションにおいてL悲.国技託麗標庁.役立
望ど...f=!.~ (I9_1:ln..R5?m.1立、最近のトヒ。ツクスについて
講演を行った。ドールは技術センター1600(生物学と
有機化学に関連した発明を扱う審査部門)の責任者で
あり、 1998年には機能不明な遺伝子断片に特許性が
あることを示唆する文章をサイエンス誌に寄稿して論
議をよびおこすなど、歪り発言R~賞E:;-:I;年見 (J)強苛鼠係
者R.~ら:注目ーさ品:(Y_~99.:全国立守護演.~.~:乙-ZPZオコ
主解抵成暴物~~でり践託1:1".長iE2.U支言及主主主ーむたQ.
ドールが述べたのは、f患主と鐘賞主白剤ー 晦.1.;ζ由来.
土.9.7旦.T~ごみ，.埜ど.1:!~ーを;全:tし:笠~.~.~孟.電気泳
動1.1:主主~~t2ζと!;;よ2.:(用定主む主主ー却ー期.CQ1Dどり診断
E~周I.~.~:るζと主主主る，_iß~:.-::Z: T .e:Jーと心三玄責ー 乞ー 開芝
~~!.~([!_?!1;i手ー電気泳動q).!.~?.三;どが免Q.，むただーはり
段j階支2~士~~C::J;葺乞ーー特:lf出願.~た主~~.~2:7.:ご:~E;
0v'主主あ'.9.9..この場合、有用性の要件は満足されて
いるが、そのようなポリペプチドを発明者が把握してい
たかどうかを当業者②が合理的に理解できないため、
発明の記載に関する要件(WrittenDescription要件)
を満たさず、!特許ーを:11:与:Ì:る主主主~-ずきな~~.~>_:と Y.~_?見
解民主主主した且.立た、~)ーあ.9.静定の.~Jt孟霊気泳動(_~!!_
三之り.出現J;主"')丈ー初期り!!之C22開_~fi主2よ~2t~
場金E~J;t.，乏の.ð法Jを2~仁三.Þ..士る二主i主主?主務責主!
?号ーらι，.9.:胃車位坦晶玉三.と~t'.=!~J主喧構l~~n.':る立ー
t'_':-:-:!~.~.昆解が:そ2主主表国務責直標庁:([!_j審套実
務ι広陵さ~~?己主l主ß'らーな~.~.~~，ー全J去り1_Z:~z:;:t三会
関連会男子児静ー 託空kτー さら記載戦略主立:丈.9J二之さー二三
り参考J;主ー る左るふー
(東京大学先卦蓄科学技術帝移Eセンター限撤康一氏)
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用語説明
①クレー ム
特許請求の範囲。発明を記載したもの。特許出願するた
めには、発明の内容を記載した明細書を提出する必要があ
る。明細書中に「特許請求の範囲(=クレーム)Jという欄が
あり、ここに記載したものが特許の対象となる。
また、「クレー ムするJとは、「発明をクレー ムとして記載
する」という意味である。
②当業者
当該分野の技術知識を持つ専門家のこと。
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1.2情報通信分野
(1 )情報の知的可視化 rビジュアルデータマイニ
ング」
「知的」可視化とは、例えば流れの速度ベクトノレを、
計測データに基づきそのまま画像に可視化するレベ
ルで、はない。 Z~己主主A:りー昆主主ど~lt孟画像1':~空
閉.変色Dあ2動用_l_C-_期王土る二主.Jiとλ周像計ー 測主主
再J庭f青報主分Jft_~註個三三芝走用像_ð生才:~_なー乙.
Aと:三三jぞと開像タ閉ヱりλー密接な三(~?:ご2三て1~
処理主意床土る。この分野はデジタル技術の進歩に
伴って必要となった分野で、「ビジュアルデータマイ
ニングjと呼ばれる。数学理論とデ、ジタル技術を駆使
していろいろな手法が多方面へ応用されようとしてい
る。
二の会:里f_~~主会ー支あーる_~J)Mι憤報主と之社?三立み­
L可視ー{七f責報誉会主催)点ー1_.1LULJUζ王宝院主主
空開催主札た。
今回は一多数句研ー賓が:í ワー主三:7Lt‘'~J:-_変換型j_~F.主
用J三集ま?ーた{全_{:f~Jl1)_。この手法はフーリエ変換
のもつ周波数依存がなく、波形のデ、ジタル化や解析
に適する。さらに、全体の画像情報から各種情報の
抽出が可能で新現象や新理解を得ることができる。
本シンポで、は流れのウェーク、ジェットの解析から磁
界、電流分布、テニスのフォームなどの解析まで、の応
用例が報告された。また、白百合女子大の堀井氏が
行った文学の文体の画像分析の試みも紹介された。
事~_~_~_~研完の主主l-:-_1"_重要と思þ_札j主主主ー参加者
が2乙直体主空jりー要P~E:;煽l?~まおー仏;も2ーと閉像処理
専門りさ会交の発表三譲価ー 出望まれ.る。
(石川島播磨重工業 塩治震太郎氏)
(2)低消費電力設計に関する国際会議
-ISLPED'Olー
IS里I);~RO~!~r:~~~_ig~~_l__JむI1_lP'9.与j~I1_l_  _<?~ _ _ !.:9.!¥.:_ _ p.9.!\.:~_r: 
El目立。nics 担~__R~~jg~)_J主毎空開催されーるjtJ;泊費電
方_~_~一的主ーした周践と設ー註!;J関~2国際会議主、あ盃。
今年は 8月 6"-'7日に米国カリフォルニアで、開催さ
れた。
近年の情報機器の普及に伴い、 2勾一9旦01見o生jι三位J七
;去~色幻担号t幻乱J_.ιiι-三ζおど7玄仁çj民佐主主:唐債-空曹張号良:捧機器農-宇が~~J前円費:士主士-る-電」志友力立.(怯主全全-電J岩口幻Ij
費費-空恒包2之-一 50'明坦 1ιE歪到4達:才空士-五;亙~主kど:刀2壬測_(第 1 招貸-語講演__
Coo吐li坦丹g_9-.宇旦dιPo'攻?旦王Co処R号iほder;号計1一ionfo工-K11115QPAH辺町与
~~_t_9__th~__ry.~~_~__ç~_ry.~_"'_ry)_ .'b.ありJ民泊費:電力設計はL
県ι情報一分野どは乏な心地球規m_~~堅守身空、二閉
題としても重要な問題になってきている。
本国際会議は、 2並列セッションの構成で、一方が
回路レベル(1スイッチあたりの電力消費削減)、他方
がアーキテクチャレベル(スイッチ回数自体を減らす
ことによる電力消費削減)の低消費電力化を主に扱
っていた。
筆者は主に後者を中心に調査したが、主なトヒ。ツク
は、近年の VLSIシステムで電力消費の多い、「チッ
プ間配線における信号遷移の削減(Session6: Bus 
Encoding)Jと、「チップ内の記憶素子のアクセス低減
(Session 8: Architectural Techinuques， Session 10: 
Algorithm Transformation and Caching) Jであった。
前者は、アクセスされるアドレスの局所性を活用して
パスのエンコー デ、イング、を変更する手法がし、くつか報
告され、後者に関しては、アクセスの局所性を利用し
て特別な小容量メモリを活用する(容量が小さいと低
いドライブ能力で済むので電力消費が減る)手法が
いくつか報告されていた。
個々の手法は単純なアイデ、イアにも思えるが、それ
ら位効果l主積金支電力泊費削蹟E~貢献j二る1])1ご:ζ匙
らの研究は益々重要になると思える。
保京大学先端科学技御所センター中村宏氏)
用語説明
①ウェー ブレット変換
フー リエ変換と同じく、不規則に見える波(波形)を規則
正しい波の重ね合わせとして表現する波形変換方式の一
つ。フーリエ変換は正弦波の重なりとしてデータを表現す
るのに対し、ウェー ブレツト関数という局在する波を表す関
数を用いる。画像のような局所的に激しく変化する波形に
対して変換の精度がよいという特徴を持つ。画像圧縮や
画像の検索に用いられる。
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1.3環境分野
(1 )炭層への CO2固定化技術開発の動向
大気中に放出されることで、地球全体の平均気温を
上昇させることが危↑具されている温室効果ガスとして、
二酸化炭素(COz)、メタン(CH4)、HFC(ハイド、ロフル
オロカーボン)など6種類がある。このうち COzは約
94%の排出割合を占め、大気中の COz濃度増加が地
球温暖化の主たる要因とされている。現在、日本、欧
米を中心に、 COz分離回収技術(化学吸収法、物理吸
着法、膜分離法等)や、 COz固定有効利用技術(海洋、
地中、および植物体への固定化等)開発が行われて
いる。
これらの技術開発が進められる中、石炭ー芯__CP2主
!:~;":_!l)_数j査吸着:t_る:位立たきと主1)周l乙L地王深部ーりー炭
層でで__ÇQz 主:注五三固定住土91ま績が一欧迭を:t:!f:，~~;
閉止が高まりI_?:?_i?:るιこれは COz削減対策としてだ
けでなく、もともと炭層中に吸着されていたメタン
(Coal Bed Methane :CBM)を注入したCOzと置換し
て、メタンガスを回収するという、未利用エネルギーの
有効利用を狙った技術である。
米国エネルギー省で、は、 2012年の大規模フィー
ルドテストを目指した COz固定プログラム計画を発表
している。 2002年度の温暖化ガス固定化 R&D予算
は約 3218万米ドルと、 2000年度比約 3.6倍の大幅
な予算増となっており、今後米国が注力してして姿勢
が表れている。また、カナダでは ARC(Alberta 
Research Council)が中心となり、 Alberta州、|の炭層で
CBMを回収する 1500万加ドルのプロジェクトを進行
中であり、 2003年には現地でのボーリングによる
COz炭層注入を実施する予定である。さらに、オース
トラリアやオランダでも精力的な研究が進められてい
る。
これに関して、早稲田大学理工学総合研究センタ
ー麻生和夫氏は、今年 5月に米国で開催された
The 2001 International Coal bed Methane 
Symposium において発表された、「炭層への COz固
定化モデ、ノレ評価j研究成果について以下のように報
告した。
このモデ、ル評価研究では、
1)広範に適用できる地質学的選定モデ、ルの開発
2) Alabama州の BlackWarrior堆積盆地における
CBM産出地帯の COz固定能力の定量的評価
3)CBMの増進回収の実証と炭火力発電所から発生
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する CO2の大量固定に適した場所の選定が行わ
れた。その結果、 81ackWarrior盆地における CO2
固定能力の予備評価として、 12，._22億トンの CO2
固定が可能としており、この量は現在のガス排出率
で仮定すると、この盆地から排出される CO2の 72
年間分に相当する。米国は COP3で提案された京
都議定書の調印に反対しているものの、上述した
CO2削減対策を既に数年前からカナダと協同して
研究している。我が国は、 COP3での議長固として、
温室効果ガス削減に向け、イニチアシブを取るべき
立場であるが、その裏付けとなる基礎研究があまり
にも乏しい。 21世紀の中頃になっても、人類は依然
として化石燃料に大きく依存しなければならないと
言われている今日、 CO2の削減・固定についての
研究にもっと真剣に取り組むことが急務である。
(2)ヒートアイランド現象の実態把握と対策
環境省は、今年 8月にヒートアイランド実態解析調
査検討委員会(委員長:尾島俊雄早稲田大学教授)に
おける検討の成果をもとに、ヒートアイランド現象の実
態解析と対策のあり方について発表した。この発表に
ついて、(社)環境情報科学センターの山田義征氏は、
以下のように報告した。
1)ヒートアイランド現象の実態について
アメダス等のデータを解析した結果f300Cを超えた
延べ時間数jが過去 20年間に東京、名古屋で 2倍、
仙台で 3 倍に増加するなど、主三上Z1.三~t:現象が本ー
都車域主広域先λ長惇ー聞生1-:_-:(おりλー主らι~!)_~都市ー
でも顕在化していることが明らかになった。
また、熱中症を増加させるなど健康への悪影響をも
たらし、冷房などのエネルギー需要増大等により、東
京だけで夏季に約 29_5万トンの CO2の追加的な排出
をもたらしていると推計された。
2)ヒートアイランド対策のあり方について
ヒートアイランド現象をもたらす要因とその影響及び
対策の効果を検証するため、都市及び街区スケール
の 2つのシミュレーションモデ、ルを開発し検討を行っ
た。都市スケールの予測結果からは、地表面被覆の人
工化や排熱の増加が、ヒートアイランド現象をもたらし、
都市化がさらに進行した場合には、現状よりも 300Cを
超える地域・時間数が約 34%増加すると推定された。
一方、結化、透水・保水化などの対策を複合的に講じ
ることで、 300Cを超える地域・時間数が現状より 21%減
少すると予測された。街区スケールの予測結果からは、
6 科学技術動向 2001年9月号
対策を実施する際には、高木による緑化、舗装の保水
化や屋上の反射率向上などの対策が効果的であると
いう点が明らかになった。
3)今後の研究課題について
ヒー トアイランド、現象のメカニズ、ムは複雑で、あり、ヒー
トアイランド化の様々な要因についてバランスを見なが
ら対策を実施することが有効である。全鋒ーの課題と_~:I
l主λ ①ー対象都ー 甫(J)地域熱貫性(J)ー担握，_②ー 対震技績の
統-的註鏑I_~-③~~_:ð且治体ーだ且ーら，~三ョ_v三之主;.::~、
~_る貿易ーなさ三;VIりー開発"④ー勢7;_気お染防ー止註固とL
1:停系住1-:j註画的!;_ijR~組む三とjりー重fJL⑤乏り対策
の際[I;_旦宏司と:t五定量ー的!~指標l~閉ー楚り~~~JI_主挙
げられる9
都市におけるヒートアイランド対策は、同時に地球温
暖化防止に寄与する施策であり、「目に見える地球温
暖化対策jとしてインフォメー ション効果があるとともに、
都市の居住環境の改善、潤いと快適性のある都市環
境の創出にもなり、都市再生の指標として社会の各主
体に受入られやすいとし、う側面がある。
1.4ナノテク・材料分野
(1 )続々と発表されているスピントロニクス材料候
補一室温で強磁性を示す半導体一
半導体の持つ多様な電子・光機能に、磁性やスピ
ンの持つメモリー機能を付け加えようとする研究が最
近関心を集めている。スヒ。ントロニクスまたはスヒ。ンエ
レクトロニクスと呼ばれるこの分野で、は、集積回路を
形成する半導体と磁気記録媒体の材料である強磁
性体の特徴を併せ持ち、磁気メモリー、磁気センサ
一、超高速光スイッチなどこれまでに無い機能を持つ
エレクトロニクス素子の開発が目標の一つになってい
る。
5年程前に東北大学電気通信研究所の大野英男
教授のグ、ループにより合成された(Ga，Mn)Asが 110K
で強磁性体になることが確認され、この分野が注目さ
れる契機となった。しかし、悩みーりー二三f~_，，_通貨当子導
体素壬お動ltt土る寧混_(釣1__~~Q!5t切車蕗性主主主.良
質主主導体抗戦が.在在J:/~_~_~;_と:雪あ~"2_t~Q_主二J51a12-
室1昆以ι主主強磁土主主主.土芽導焼の;合.成測が最近~)_
i続空主曹貴ー さ弘主v'盃9・
・(Zn，Mn)Oの 280K以上の強磁性 [Uedaet al.， 
Appl. Phys. Lett. 79，988 (2001)] 
・カルコパイライト系(CdMn)GeP2の室温強磁性
[Medvedkin et al.， jpn.j.AppI.Phys. 39，L949 
(2000)] 
・(TiCo)02の室温強磁性 [Matsumotoet al.， 
Science 291， 854 (2001)] 
• (Ga，Mn)Nの強磁性(Tc=940K)[Sonoda et al.， 
Cond-mat/0108159] 
室温で強磁性を示し、半導体として高い特性を持
つ物質が出現すれば、電子・光機能デ、パイスの開発
研究への影響は大きい。今後バンドギャップなどの半
導体固有の物理量が磁場で大きく変動するような積
極的データにより、スヒ。ントロニクス素子材料利用が
実証されることを期待したい。
(2)光一電子融合集積回路を実現する新技術
シリコン基板に化合物半導体結晶を成長させること
は長年の夢で、あったが、最近国内外で注目すべき発
表があった。耐久性があり量産化が実現しているシリ
コンと、より高速で、動作し発光するなどシリコンで、は実
現しにくし、機能をもっガリウム枇素(GaAs)やガリウムリ
ン(GaP)などの化合物半導体を組み合わせた「光電
子融合集積回路jの研究開発に今後弾みがつくであ
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ろう。これまでは、シリコン基板上に GaAsなどの化合
物半導体を成長させるに際し、積層させた化合物半
導体や基板のシリコンにどうしても欠陥や転位①が生
じてしまい、実用化につなげることができなかった。
豊揮.誌館群主太警の送欝宏雄教援.り~1!~二三~J1~_
無ー転位ーりー量:杢#-F-?構造主主と~~_:;!_~基抵よJ三夜成主
る三tE~m:晃支却及:主成功L主_(~QQL~__~_且10__同グ
/レープはそれに先駆けて同年 6月に、化合物半導
体であるガリウムリン(Gap)Iこ 2%の窒素原子(N)を添加
してシリコン基板上にエピタキシャル成長③させる新
技術を発表している。これにより両者の格子定数が一
致し、シリコンと化合物半導体の一体化が無転位で
実現させた。また、シリコン基板上に成長した無転位
の GaPN層で赤色の発光を確認している。今回は、
その新技術を用いて半導体レーザを実現すべく
GaAsPN/GaPN量子井戸構造をシリコン基板上に無
転位で成長することに成功した。
一方、2悲作色.恩国 Mo旦F也or巴'ola色
主形成成-:土t~益2務薮J，.c'~ど~_t誌ま街主3発苦表L，-玄玄(~心〉豆〔包20切~Q_t隼__~__~_
生一日ふ.同社の開発した技術では、シリコン基板上に
GaAsを成長させる際に、最適化されたある物質の中
間層をはさむ方法をとっている。今回開発した素子で
パワーアンプを試作し、長期の動作実験でも問題なく
動作することを確認した。現在、 GaPをシリコン基板
上で成長させるための中間層の最適化を模索中であ
る。
ζ.ιQ_~成是l主:."\_:'と2豆~基底f;~電壬国務室J乙金
物主導体層_I_;_I_:主vご:史ご芳'"ÿ壬ぎ旦渡寒壬_~お導渡
蹟_，， _ÏÇ_I聞跨.をも_~成~:t_~全種ーりーÏÇ二電王聴会.主主主
みーが周じまZ~で主J;既成主堂9~L能性ーを~Vまお.弘司
全鋒虫進展だ期貸主む9_
二友会__?S旦径虫結晶が鐸_I_;_\~~_t;~J:ζG必~__~
GaPーを周~~_t;秦;壬l主高値:g~る泣13-;二り.誌術室周t!t_~
盈とf~:;!;手上:空耐弘位E~優ーまし直J手~eご]三な三三子三1z...芯
量産さ匙る耳態1土もあーも.
用語説明
①転位
結晶の変捌こ関わる線状の格子欠陥の二と。
②量子井戸
バルク半導体では得られない物性を発現させるために、異種
の半導体を組み合わせたもの。レー ザや光スイッチ、光メモリー
などへの応用が考えられている。
③エピタキシャル成長
基盤となる結品面に、異なる結品をある結品学的な方向を保
ちながらある成長させること。
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1.5エネルギー分野
(1 )太陽電池の技術開発動向
一第 12回太陽光発電国際会議の報告よりー
太陽光発電に関する主要な国際会議には、
① 日本を中心としてアジア・オーストラリア地区で開
催され、開催国の関連機関が主催者となる
PVSEC (International Photovoltaic Science and 
Engineering Conference:太陽光発電国際会議)
②米国で開催され IEEEが主催者の IEEE-PVSC
(The Institute of Electrical and Electronic 
Engineers Photovoltaic Specialists Conference: 
太陽光発電専門家会議)
③欧州で開催されTheEuropean Commission等に
より後援される EU-PSEC(European Photovoltaic 
Solar Energy Conference:欧州太陽光発電会
議)
④①~③の国際会議の合同会議として数年置きに
開催され、主催は3つの会議の主催者が共同で、
行うWCPEC(World Conference on Photovoltaic 
Energy Conversion:太陽光発電世界会議)
の4会議がある。
このうちの太陽光発電国際会議について、 2001年
6月 11日"'-'15日に、韓国の JEJU市(済州島)にお
いて第四回会合(PVSEC-12)が開催され、渡遁事
務所の渡遁博之氏からシリコン系(Si)太陽電池及び
モジュール・システムの分野の技術開発動向につい
て、次のような報告があった。
PVSEC-12会合では、世界各国から招待講演を含
め総数359件(講演 154件、ポスター 205件)の太陽
光発電に関する発表が行われ、 400名を超える専門
家が参加した。日本からは最も多い総数 160件の発
表が行われた。
Si系太陽電池の発表は、バルク結晶系関連が 51
件、アモルファス及び多結晶の薄膜系関連が 86件
あり、全発表論文の中で大きな割合を占めている。結
晶系太陽電池は現在市販されている太陽電池の約
90%を占めており、高変換効率、低コスト化を目指し
た研究開発に関する発表が数多くあった。
変換効率について、 Siバルク結晶系で、は、単結晶
で 24.5% (素子面積:4cm2)、多結晶で 19.8%
(1.1cm2)および 17.1% (225cm2)としづ値が実験室で
のトップデータとして既に報告されているが、市販さ
れている太陽電池では、 100'"'-'225cm2で、変換効率
は単結晶で 14'"'-'17%程度、多結晶で 14"'-'15%程
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度に留まっている。これらの実験室値と市販値との差
を詰めることを目的として、高い変換効率を持ち、量
産性(高歩留、低コスト)良く生産するための製造方
法、工程条件、生産設備等における技術開発が行わ
れている。具体的には、バルク結晶成長、基板作製、
p-n接合形成、電極形成、表面低反射構造の形成、
裏面接合の形成等に関する多数の発表があった。
今回の会議では、平成 11年に札幌で開催された
PVSEC-11会合と同様に、 Siバルク結晶系について
位変ー換効.聖位内主巴太主主進展が立:.t，J_~?ーた9__1，-: ~:.L_
例之J~~電極_~~_法貨iE2-u:玄λ去ー面重樫j![積0)越
~ふ電樫抵抗ーりー低蹟"基旗 Si司主ーりー接触抵抗;~f~.蹟L
電煙務成時ρ-壬整会j生~!特E~熟処理条j生警)ーの最適
化会ーどL改良ι閉土る報告l主多岐l三むた:?:Iy.~立ι
一方、薄膜泉主Jt，_次世f土交の実周起をと且蹟L-立
多くの発表があった。アモルファスと多結晶 Si素子を
重ね合わせたタンデム型太陽電池では、従来 1cm2
で 13%の変換効率であったものが 14.1%へと向上し
たとする報告があった。また、量産化による低コスト化
の試算予測では、アモルファス Si!多結晶 Siタンデム
太陽電池モジュールを例として、40MW/年以上の生
産規模で 2002年までに 200円/Wまで低下できると
の報告があった。
全j図。発表餌血走:_C2，_:全後t当金り閉I_>-~i__iち去腸ー
電池は実周的ー な友腸電池ー の主演玄占良否ー と王測主主L
る。
モジュー ル・システムの分野で、は 61件の発表があ
り、米国サクラメント市営電力会社 (SUMD:
Sacramento Municipal Utility District)による太陽光
発電システムの事業化報告等が注目された。
SUMDは、米国の公的電力会社のうちで6番目に
大きいが、将来の太陽光発電(PV:Photovoltaic)を
安全で、信頼性と経済性があり、環境にも配慮してエ
ネルギーを供給できる有力な方法のーっと捉え、
1993年から PVを計画的に大量に設置することによ
り価格を低減することを目的に導入を進めてきた。
1993年から 1998年までの第1期計画では 600軒の
住宅に PVが設置された。 1999年から始まった第2
期計画では、太陽光発電システムを購入設置した住
宅の所有者は SUMDから補助を受けられるとともに、
余剰電力は SUMDに市場電力価格で買い上げられ
る運営システムになった。 PVの設置場所には、住宅
の屋根以外に商用ビル、駐車場、教会、中型発電所
等がある。 2000年末までに 8MW分の設備が設置さ
れており、 2003年までにさらに 7MWを設置する予定
で、設置量は計 15MWとなる。 SMUDは、 2003年ま
でに PVシステムが補助なしで設置可能となる競争
力を持つようになると予測する報告を行った。
(2)省エネを推進するシリコン・カーバイドを用い
た電力用変換素子の開発動向
電気は利用形態に合わせて電圧・周波数等が変
換利用されるが、中で、も電気機器におけるインバータ
化の進展がこれに大きく貢献している。電力需要の
増大と省エネ普及の観点、から、インバータのキーコン
ポーネントである電力変換素子の低損失化、小型化
および高速制御性のさらなる向上が求められており、
官民が研究開発を積極的に推進している。
今年 6月に大阪国際会議場で ISPSD'OI(第 13
回パワー半導体デバイス国際シンポジウム:電気学
会主催、 IEEE共催)が開催された。本シンポジウムは
デバイス分野における世界最大級の国際会議で、あり、
年 1回、日米欧で順次開催されている。今回は 18カ
国から 426名(海外参加 140名)の専門家が一堂に
会し、省エネルギーを促進する新型大電力低損失デ
バイスや IT化を牽引する高周波動作パワーデ、パイス
等について、多くの発表があり活発な討論がなされた
が、特に関西電力が発表した二つの成果に高い関
心が集まった。
第1の成果は、従来のシリコン(Si)材料で実現困難
な世界最高耐電圧 12.3kVの超低損失シリコン・カー
バイド(SiC)ダイオードを開発したことである。この耐
電圧性能は同程度の耐電圧を有する Siダイオー ドと
比較して、オン電圧が約1/3(低損失化)，逆回復時
間は1/30(高速制御性)品、うものである。第 2の成
果は、従来の Siに比べ導通損失が1/100である、
4.5kV級 SiCスイッチング、デ、パイスを開発し、先の
SiCダイオードと組み合わた高耐電圧インバータ開発
の見通しを得たことである。このインバータを電力系
統安定化装置等に適用することによって、 (1)機器の
小型化が図れる、 (2)送電線事故等による周波数変
動の影響範囲が最小限にできる、などの大きなイン
パクトを発現できるとしている。
一方、今年8月の電気学会産業応用部門大会で
は、 SiCを利用した機器性能予測についての講演が
あった。長岡科学技術大学の高橋勲教授は、 fSiC
素子を用いた近未来電力変換とその応用」と題する
講演において、 SiCを使ったパワースイッチ(p-
MOSFET①)によるインバータの予想性能を発表した。
P-MOSFETは従来の Siに比べ導通損失が1/100
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で、高速制御が可能、かつ高温(4000C)でも動作す
る特徴がある。そこでマトリックスコンバータ②に P-
MOSFETを採用することで、変換効率が従来の 95%
程度から 99%以上へと向上するとしている。
現在、 Siを使用した電力変換機器の開発が全盛
であるが、機器に組み込まれているデ、パイス性能は
Siの物性値に起因する限界に近づきつつあり、今後
10年以内に飽和すると予想されている。機器の変換
効率を 95%から 99%に上げるためには大変な技術
開発を必要とするが、エネルギー損失面で、見ると装
置からの発熱量は1/5になる。また、 SiCデバイスは
耐高温性が優れていることから、冷却装置等の周辺
装置が簡略化できるため、機器容積も従来型の1/50
にできると報告している。
電力輸送・変換装置、家電製品の大幅な省エネル
ギ一、高性能化への貢献が期待される SiCデバイス
ではあるが、機器設計開発に際しては、回路・部品・
実装技術等、多くの関連技術の開発も求められる。
有用性の高い電力変換素子の開発に対して、関連
技術も含めた早期実用化が希求されている。
用語説明
(IP-MOSFET 
Metal-Oxide-Semiconductor Field Effect Transistorの
略で、電界効果トランジスタの一種で。他のトランジスタ
(/~イポーラや接合型FET)を用いた回路に比べて消費電
力が極めて小さい特長がある。
②マトリックスコンI~ータ
交流から任意の周波数・電圧の交流に直接変換可能
な電力変換機器。
9 
科学技術トピックス
1.6製造技術分野
(1 )生産文化に関する講演会が開催される
生産システムのグローパル化における技術課題は
多々あるが、全地域i民族企λ_~lJ;:_:風土ーなと7ご:区会
されたJ壇場;_U;適ー金Lた誌飯啓ー転のあり友_(ß.r_~即日
太ー__l5，l_~~~__R~!h_博士よ?とλJ全地域iζ適合Lた商品j設
計法{衷+-E__f芳哀茸名誉ー 教援ょを検討.士るよとl主今ー
旦前ー な課題:ずあー るより担ー 点から、両者の講演が日本
生産文化学会のもとで東京大学にてなされた(7月
18日、司会:東大割津伸一講師)。
前者は、イタリアがイランに納めた「すぐ使える製鋼
設備jが、イラン人の操業による性能評価で当初の仕
様性能を出すのに 10年かかった例などを挙げて、
二友円i本りよ引ζ技術点高どーと;:;:'2~~2諒匙~f~ど
とζる!;;i鼠まる2_C!!_誌貨移転d:T~~~~五備玄普段λ周
友血吉秀賞ーL誌飯整怠擾._t性1関lも支ー!tAtl:l~ltb主買い­
~煮立1連j結lてこた組織主構成主る援)史誌ー衛務島王子
Jv主提案LtQ-同モデルの狙いは効率的な技術移転
と文化の異なるこ者の連結による更なるイノベーシヨ
ンにある。
後者は、地域社会に対応できる工場を用意して地
域静ー化商品L壇場~~開案E:;.対-L'丈高 v¥.位担値{直室宜
主2商品r)主任るようr_t;t~2ー とり壬測をベースに、先ず、
技術と経済以外の商品設計属性としての文化的属性
(インフラ、人的資源、感性への適応など)について説
明があり、続いて文化的属性を考慮した商品の例(人
形:時代と共にデザインを変化させた息の長い噌好
的商品、工作機械:使用する人々の使い勝手などを
考慮した商品、タイヤ:米国、欧州など仕向け地で機
能・性能を変えた商品、など)が示された。玄践的属
性玄考恵Lた商品ーを生.在出土~_1Xl{主λ玄住的属
性〔理念;型)~蕊ー術的属性L定量{直)J_;変換土る主ζる
にあるとの事である。
生産y?:-_"t_.f.:._ り.1~~_-:-:::，，_~!_H己注~~g，速士五守ーさーー壇場
。玄1じ的属性ーを重視lÌ9_~生産玄{じの研究J点注ー旦
される。
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1.7社会基盤分野
(1 )今なら兵庫県南部地震を予測できるか
1995年 1月の阪神淡路大震災の原因となった
「兵庫県南部地震Jの後、内陸の活断層による地震
についての調査研究が多く行われ、また各種の観測
網も充実した。
地震壬却連絡会ー主、ーはきー~t_k現主ーり知識と観測生
削波長庫県車部地震j前I;-あ払!;f周地震佼発生虫7予
測:立さl;良~Jーとどーう検討をtt~_~、地震予知の実現への
問題点を議論した。 8月 20日に出された見解の概要
は次のとおりである。
活断層研究の立場では、活断層系として十分な
活動履歴調査が行われていれば、兵庫県南部
地震を発生させた野島断層を要注意活断層とし
て抽出できた。現在その観点、で琵琶湖西岸断層
系が注目される。
長期的な地震活動の推移を見ると、兵庫県南部
地震をはじめとする内陸の地震は過去に中規模
の地震活動があった場所で、発生しており，注意
すべき地域は抽出されていた。
中期的に見ても、震源域付近は空白域とされて
おり、かっ周辺の広い地域で1'"'-'2年前以降静
穏化現象や地震観測値の変化があるなど、異常
の検出は可能であった。
震源域では短期的な前兆現象として地下水の異
常が観測されており、地震発生場所が事前に特定
できていれば、地下水観測は有効である。また、
電磁気現象の異常も生じている。
地殻変動観測では地殻歪みの変化速度はわか
るが現状では歪みの絶対量を知ることができな
いので、単独では内陸地震の予測には効果的
でない。
以上のように地震発生前j;異賞現象主認識:立さ
る耳能性だ高iY_~足、芸周ー的!t，地震:_T去り (J)観息支
はλー異賞現象iß必ず~~_t_.地震発生!;;_'2怠が五と
l主s'ら主λ 地ー震芯費生1.怠場金1ごも異賞.曳象企
包震源域玄特定士9.二と点寮易ー主主ど場合金~_~長
Y_~;:;:'ー となどのj課題虫色るι
なお、以上は内陸の活断層で発生する地震につ
いて検討したもので、、東海地震など海溝(プレート境
界)で発生する地震は性格が異なることに注意が必
要である。
(国土交通省国土地理院熊木洋太氏)
1.8フロンティア分野
(1 )海洋科学技術センターでバイオベンチャー・フ
オーラム開催
2001年 7月 2日に、海洋科学技術センターの深
海バイオベンチャーセンター(横須賀本部)の主催に
より、第 1回バイオベンチャー・フォーラムが開催され
た。このベンチャー センター は、深海去らー 採思さ_tIゴ9.
貴重ーな微生動資源ーと:そρ~Zよみd育J理主L産業果:言活
周~>_親~_~_~事業りJ起業主責主Ì_9.;'ーとJを:旦的として
本年4月に設置されたものである。
フォーラムでは、①センターがしんかい・かいこう等
の潜水調査船を活用し、マリアナ海溝等の海底泥か
らこれまでに数千菌株を取得・保存していること、②
好アルカリ性細菌である B_haloduransの全塩基配列
を決定し、現在遺伝子の機能解析等を実施している
こと、③工業酵素等を低コスト・大量生産するための
ホスト・ベクター系を有しており、テーラーメード酵素
の作成のための共同研究が実施できることなどのセ
ンターの研究活動が紹介された。
また、共同研究により取得した知的所有権の共同
保有、共同研究の相手企業への優先実施権の付与
など、共同研究を実施する上での諸条件・諸手続き
などについてセンター側から説明された。
会場J_，三時JQ9__AE!-_土り参加主だありλ主りの認は
1s主り製薬λ食品!，__{じ主なー どり企業q)J主主1L商社.，
証券会主土ー などの蝿広v¥業界ー 主主主、あー 仏ー 深海微生物
資源1.;;関:土る感心り高主主~2方法I_~?仁左Q_
こうしたバイオベンチャー・フォーラムは、今後も 2
回/年程度の頻度で開催される予定であり、企業側
のニーズとセンターのシーズの接点を探り、共同研究
などを通じた極限環境微生物の産業利用が進むもの
と期待される。
(海洋科学技術センター辻井薫氏)
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2.特集:環境中の微量有害物質の計測に関する動向
環境・エネルギーユニット 高野潤一郎
2.1 はじめに
1950年代から 1970年代にかけて、水俣病などの
公害問題として深刻な様相を呈した環境汚染は、局
地的に蓄積された有機水銀等の限られた物質が原
因で、あったO しかし、今、我々が直面しつつある環境
汚染は、広範囲にわたり微量に存在する多様な有害
物質(例えばノニルフェノールやダイオキシン類など
の内分泌撹乱化学物質)によって引き起こされてい
る。
このような?微量査車聖母買とり武測IJ;t_現在ー のとζ:る
物理的_~j_包主開:1:_法主主誼:すあ豆主主ー環境註測の主
法主J，丈は必~Ï1:b_士会空はーな~]，，_\__i;:一三"!:.，_最近、三む
をJ菌室I9b_りとl-:_"I二生聖母ー学的主法主用v'た環境ー 註
理r_ι./)v'-玄関心-坦高まョヱおり、接3ーな研究開発/'.，.
りー取り組ijþ~pj立主ヲヱーどるi
本稿では、こうした物理的・化学的手法、生物学的
手法を用いた微量有害物質の計測に関する最近の
動向について解説する。
2.2物理的・化学的手法を用いた環境計測
物理的・化学的手法を用いた環境計測には、ガス
クロマトグラフィー/質量分析法(GC/MS)や高速液体
クロマトグ、ラフィー /質量分析法(LC/MS)があるが、以
下では GC/MSを取り上げ環境計測における現状で
問題点を指摘したい。
2_2_lGC/MSによる言十;Jll
GC/MSとは、爽雑物(計測対象以外の余分な物)
を含む試料から計測対象物質を高分離能で分離す
るガスクロマトグラフィー(GC)と、化合物を高感度で
同定する質量分析計(MS)の2つの装置から構成され
るシステムを用いる分析法である。通常は、有機化合
物の分離や定性、定量分析に用いられ、極めて高い
精度主計測対象物司質の質量ーを註担~t己主る一。
ところで、微量有害物質の計測では、 GC/MSには
どの程度の精度が要求されるのであろうか。例えば、
毒性の強いダイオキシン類については、わが国では
1999年に日本工業規格(jIS)において検出下限が以
12 科学技術動向 2001年9月号
下のように定められている。
それによると、四塩素化物及び五塩素化物で 0.1
pg(ピコ・グラム、 1兆分の1グラム)、六塩素化物及び
七塩素化物で0.2pg、八塩素化物で0.5pg、コプラナ
ーPCBは0.2pgとなっており①、極めて微量な設定と
なっている。
なお、環境中におけるこれらの物質の存在量につ
いての指標は濃度(水 Ig中に含まれる計測対象物質
の質量に換算単位は ppt:1/1兆、 ppb:1/10億、
ppm: 1/100万)で示される。
2_2.2GC/MSによる計測の問題点
環境中の微量有害物質を計測するために物理的・
化学的手法を用いる場合には、試料中から計測対象
物質を選択(抽出、精製等)するとしりた“前処理"が
必要となり、通常の物質を計測するよりプロセスが繁
雑となる。
上記のようにダイオキシン類の計測ではpptレベル
精度が要求されるため、精度の高い計測装置(1億円
程度と高額)を用い、しかも前処理にも時聞がかかる。
ちなみに、専問機関へ計測を依頼すると、 1試料の計
測に20万円程度の費用と 1"-'2週間の時聞が必要と
なる。また、本来は、試料採取場所以外での計測対
象物質の混入などを防ぐためには、その場での計測
が望ましいが、装置が大型のため実現は難しい。
以上のような点から、工場等における継続的かっ
頻繁な計測や広域における多くの観測地点での計測
は難しい。
2.3生物学的手法を用いた環境計測
最近、物理的・化学的手法の限界を補うものとして、
生物学的手法を用いた環境計測が注目されている。
生物学的手法を用いた環境計測は以下の3つに
集約される。
0生物個体を利用する手法
O生体物質を利用する手法
0遺伝子組換え生物を利用する手法
2.3.1 生物個体を利用する手法
動物ー予と構.物 (J)個ー体~1'~伺停J君聖堂用ど主ー主tし~の変j七
ならJ微量賓室物質色野ー響土童位の怠度ーを註車!1J二るt.
ので、あるE
例えば、内分泌撹乱化学物質の計測では、マウス
やメダカをしてつかのグ、ループに分け、異なる濃度の
計測対象物質を投与し続ける、あるいはそれが存在
する環境で、数ヶ月間に渡って飼育しながら、個体の
精巣や卵巣といった器官や組織の変化を観察する。
定量とし、う点で、影響等が顕在化する目安となる量
は計測できるが精密に行うには限界がある。また、数
週間から場合によっては数年といった長い時間を要
する。しかし、前節で述べた物理的・化学的手法では
不可能である、生体に対する毒性の有無や具体的な
影響が比較的、容易に計測できる。この意味で、この
手法は環境計測の中では“毒性の判定"に向いてい
る。
2.3.2生体物質を利用する手法
ここでは、生生閉芝生一成主札.~k:土.-1X三(支窓佳]
竺抗体ーを生生物質ーと.~:'.29.;' .C??主法J~.，.;二三L立生ー倖
物質ーを相互t:.込Iv友会<Ä走会-1-:主主~:þ:t2._:'_子三1.主主之.:t
ー"を用いて計測するものである。
以下にレセプターと抗体を用いたバイオセンサーを
各々紹介する。
(1)レセプターを利用したバイオセンサー
九州大学大学院工学研究院の村田正治氏は、内
分泌撹乱化学物質を 30秒から 1分程度の短時間で
計測で、きる小型バイオセンサーを開発した。
このセンサーは、女性ホルモン(エストロジェン)レ
セプター(受容体)を電極上に固定化した構造を持ち、
測定溶液中に女性ホルモンに類似した内分泌撹乱
化学物質が存在すると電極上のレセプターの立体
構造が大きく変化する。この結果、測定溶液中を流れ
る電流が変化し、この変化量を検知することにより濃
度を短時間で正確に計測できる。この原理を用いれ
ば、適切なレセプターを見つけ、女性ホノレモン以外の
内分泌撹乱化学物質を測定することが可能である。
(2)抗原抗体反応を利用したバイオセンサー
財団法人電力中央研究所我孫子研究所の大村直
也氏は、抗原抗体反応を利用して数種類の極めて微
量の女性ホルモンやPCB等を高感度に計測できる簡
易なバイオセンサーを開発した。
直径約 100μm程度のプラスティックス球に計測対
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象物質となる抗原を吸着させ計測装置に入れておく。
そして蛍光色素をつけた抗体と試料を混ぜた試験水
を計測装置に流す。試験水中に抗原がない場合に
は、試験水に混ぜた蛍光色素をつけた抗体は全てプ
ラスティックス球上の抗原と結合して固定化されるた
め、プラスティックス球に光を当てると強く発光する。
一方、試験水中に抗原がある場合には、蛍光色素っ
き抗体と試料中の抗原が結合するため、プラスティッ
クス球上の抗原との結合は少なくなり発光強度は弱ま
る。試験水中に抗原がある場合とない場合の発光量
の差から試料中の抗原の量を計測する。女性ホルモ
ンの一つで、あるエストラジオール(E2)の場合には、 1
'"'-'lOOpptの範囲で計測可能であり、計測に要する時
間は 10分程度である。
同研究所は、今年度中に縦横が30cm程度の携帯
用簡易測定装置を開発する予定である。
2.3.3遺伝子組換え生物を利用する手法
この手法は、静.定(J)微量賓室物質ーを生体~r.Jι取旦
込企だーと主)--乞ましーと貯ー異ーなー反応~Æ~土遺伝;壬主組み
込主主生ー物J_;;主旦託J!l土_~þ.v.支ある旦ーこのような遺伝
子は、物質の影響を教えるとし、う意味で“レポーター
遺伝子"といい、組み込まれた生物を“レポータ
一生物"とし、う。例えば、特定のホルモンやそれに類
似の物質が存在すると発色や発光する酵母が知られ
ている。
以下にレポーター植物の研究例を紹介する。
北海道大学大学院地球環境科学研究科の山崎健
一氏らは、水中あるいは土壌中の内分泌撹乱化学物
質をモニターすることのできる遺伝子組換え植物の創
製に取り組んでいる。
具体的には、この植物には遺伝子操作により、女
性ホルモン受容体の遺伝子と、女性ホルモンによって
発現が誘導されるタンパク質を蛍光タンパク質に置き
換えた遺伝子とが組み込まれている。この結果、遺伝
子組換え植物が、女性ホルモン受容体を活性化させ
る内分泌撹乱化学物質を吸収すると、その植物体内
に蛍光タンパク質が生じる。
そして、植物に青色光を照射して出てくる緑色の蛍
光の強度を測定することにより、蛍光タンパク質の量
を比較的簡単に調べることができる。内分泌撹乱化
学物質が多くなれば蛍光タンパク質量も増加するの
で、植物体の蛍光強度からその量を推定することも可
能であると考えられている。
13 
特集 環境中の微量有害物質の計測に関する動向
2.4環境計測の方向性
これまでに述べた物理的・化学的手法と3つの生
物学的手法の各々について、“環境中の物質量の計
測"と“生体への作用量の計測"、さらに“計測におけ
る簡便性(時間、費用、測定する場所の選択)"につ
いて比較すると図表1のようになる。ここで、“生体へ
の作用量"とは、生体内の特定の部位(レセプターや
抗体など)と結合した物質の量を指している。これを比
較の軸としたのは、環境中にいかに多量の物質があ
っても、それが生体と作用しない限り影響はないと考
えられ、その作用量の計測が環境計測では重要とさ
れるからである。
図表 1環境計測手法の比較
環境中の 生体への
環境計潤手法 物質量の 作用量
計測 計測
物理的・化学的 @(ppq可
× ム手法 能)
生物個体を利 A × A 用する手法
生体物質を利用 。 @ @ 
する手法 (ppt可能)
遺伝子組換え
生物を利用 企』 。 。
する手法
(。最適、0:適、/:，.:部分的であれば適、 x.不適)
(科学技術動向研究センターで作成)
物理的・化学的手法は試料中の微量有害物質を
極めて高い精度で計測できる。 2000年 12月には、国
内の電子計測機器メーカーが1分以内に1ppq (1000 
兆分の 1)レベルでダイオキシン類濃度を計測可能な
装置を開発している。
しかし、前処理が必要なこと、装置に可搬性がない
点で簡便性に欠ける。また、し、かに微量の計測が可
能でも、その結果をもって生体への作用量や影響を
知ることはできない。現在、簡便な前処理や計測装置
の低コストイ七を目指した研究、車載型の計測システム
の開発などが進められている。
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生物個体を利用する手法は、微量有害物質の影
響の現れるおおよその物質量を計測でき、また具体
的な影響を観察することができる。しかし、実験室で
計測する環境(飼育条件)を一定にし、長期にわたり
継続する点で簡便性に欠ける。現在は、個々の微量
有害物質について個別に計測するしかないが、複数
の物質による影響を同時に計測する手法の確立を目
指す動きもある。
生体物質を用いる手法では、計測はコンパクト
なセンサーにより行う。精度は高く (pptレベル)、
計測時間も短い上、可搬性があり、コストも安い。
ただし、計測に利用できる生体物質は現在のとこ
ろ限られており、また、作用部位を持った物質で
あれば、全て計測の対象となる点で留意が必要で、
ある。今後は、センサーとして利用できる抗体等を整
備することが研究開発の主眼となろう。
遺伝子組換え生物を利用する手法では、計測対
象の水、土等を用いてレポーター植物を栽培すれ
ば計測できるため簡便な手法といえる。ただし、
生体物質を用いる手法と同じように、今のところ
計測に利用できる遺伝子が限られている。将来、
この手法の開発が進めば、レポータ一生物を広範
な地域に分布させておき、長期にわたり環境の定
点観測を行うことが可能となるであろう。
微量有害物質の物質量の計測への適合性と、生
体への作用量の計測への適合性について、 4つの
環境計測手法をマッピングしたものが次ページの
図表2である。
図表2(a)に示すように、従来の環境計測に関
する構造は、物質量の計測については物理的・化学
的手法が担い、生体への作用量については、その
目安が判る程度の精度で生物個体を利用する手法
が担っていた。それが、生物学的手法の強化によ
り、現状と今後の方向は図表 2 (b)に示すように
変わっている。すなわち、生体への作用量の計測
が充実する方向にあることが看取できる。また、
物理・化学的手法も精度が向上しており、生物個
体を利用する手法も図表中に示した矢印の方向へ
進展している。
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図表2環境計測・評価法の分類(計測・評価対象)
微
量
~有
/物¥書
l理 I物
l・|賀
i化 lの
¥学/物
)貿
不適
量
の
計
測
不適
適
2.5おわりに
(a) 
くく従来>>
適
生体への作用量
の計測
生体物質、遺伝子組換え生物を利用した生物学的
手法については、研究開発が始まったばかりである。
こうした手法を実現し、環境計測を多様にするため
に、以下のような取り組みが必要と考えられる。
通常、抗体の作製まで、に数ヶ月を要し、また、動
物に対して毒性をもたらす物質の抗体の作製は困
難である。そこで、この頒布や作製の支援を行い、
土ど主~二警ι別居ゴごーさー五拡:体ー等り.生一体聖母質 (J)研完
開発ーりー基盤よーな~点三主仕組みが必要ゴご:あーる~_?_9_ ・ー
またλ開発ー主主Lた務t;_!主主法jりー信頼性152K7-7仁検
証主進めλ適却ーな場企:!;}主計測友f去と_l-:-三り:公的ーな
保証ーを~1幸之五三主ーもよ誌術ー主普及主堂1主主主去か立
など，1ごあーる)_9
昨年3月に「特定化学物質の環境への排出量の把
握等及び管理の改善の促進に関する法律jが施行さ
れ、環境の保全上の支障を未然に防止するため、化
学物質の管理が強化された。また、同法では、指定
D =t適
不適
不適
くく現状・今後>>
Dーe 
E字 適
(b) 
生体への作用量
の計測
された化学物質の人の健康や動植物への影響に関
する科学的知見を得るための調査を総合的に進め
ることが国の責務として明確に規定された。
これらを受け、今後は、本稿で例示した微量賓室
物質主会直λi包挙聖母質り環境~;お~.土9動態り去三i芳芝'1 . 
_~_/之:?玄:t、?交_，苫~-_.一-λお点LぴF生生-態J忌惹忍，'/合:三?ρ-景彰z響饗!(J)評.個主がtλふ、'-よP
錆揮懲敏雪ま(!;ら3λ_， _7}方史I~~ヲヨ閉-便lι壬三J在工?立:注~_才む2ιる-三とが必要とー会'0主
主_-:ç_~_ ~ _る oー-
i主'0亡入生ー物学的主法l三J:_3三環境:_~t測ー技術り研~
閉発主進位五三ど主計測りー杢民主多.様長~tるーと.主;
þJ;_，__物理的ゴじきJ的主法の血上ーを進_~_，___@主主適
切ι組長会J~辻た効果的立環境計_i!N~実現1::1_~_~
三一三主主望まー札_~_Q.ー
注)
①JIS K0311 r排ガス中のダイオキシン類及びコプラナ-
PCBの測定方法」および JISK0312 r工業用水・工場排水
中のダイオキシン類及びコプラナー PCBの測定方法」より。
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3.特集:猛威を振るうコンビュータウィルス
3.1 はじめに
7月から8月にかけて「サーカム(SirCam)J、「コー ドレ
ッド、(CodeRed/ CodeRed I)J品、う二つのウィルス①が
猛威を振るった。いずれも感染力が高く、症状(感染に
よる被害)も重いとし、う、悪質なものである。
ウィルス、ワーム、トロイの木馬①など悪意のあるプロ
グラムは年々その手口が巧妙になり、またインターネッ
トの普及により感染速度が大きくなったことなどから、被
害が深刻化している。
ここでは、上記二つのウィルスを中心に最近のコンヒ。
ュータウィルスの動向を紹介する。
3.2ウィルスの概要
3.2.1 SirCam 
(1 )特徴
SirCamは電子メールの添付ファイルを通じて感染す
るウィルス/ワー ムで、 7月17日に出現した。添付ファイ
ルを開くことで、 PCに感染し、以下のような活動を行
フ。
MS Outlook/Outlook Expressのアドレス帳、および
「インター ネットテンポラリファイル」フォルダ?のファイノレ
にあるメーlレアドレスに対して、「マイドキュメントjフォ
ルダ、からランダムに選んだドキュメントファイルや画像フ
ァイルに自分自身を追加して添付ファイルとしたメール
を送りつける。メールの題名は添付ファイルの題名、本
文は英語またはスペイン語である。メール送信はワー
ム自身が行うため、正規のメールソフトに記録が残らず、
ユーザが感染に気づきにくい。
10月16日に一定の確率で℃ドライブのすべてのファ
イルを消去する。
起動時に一定の確率でハードディスクの未使用スペ
ースを埋めてしまう
SirCamは作者のプログラムミスから Windows
NT/2000では動作しない。また、大手企業や一部プロ
パイダーで、は、これまで、の教訓から、サーバの段階で
ウィルス除去を行うなどの対策が進んだため、 2000年5
月のrLoveLetter (別名 1love you) Jウィノレスほど、は急
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情報通信ユニット 山崎哲也
速な拡散は起こっていない。それでも個人ユーザを中
心に感染が広がっていると見られる。日本のウィルス監
視を行っている情報処理振興事業協会には7月 21日
から 8月 20日までに累計 1441件の届出(内感染
22%)が寄せられており、 8月は単独ウィルスの月間届
出件数としてこれまでの最高(1257件)を記録した。
(2)実際の被害
前述のようにこのウィルスはPC内のファイルをランダ、
ムに選んで、送るため、個人や企業の情報が漏出してし
まう。 FBIやウクライナ政府の公式文書が流出するなど
の被害もでている。日本でも長野や滋賀などの県庁の
コンピュータが感染する被害がで、ている。 J米国ーり'IT調
李会f土.ç_<?!!l.P.l!t~!"_  ~~9_1!~旦lic色廷は)JU:l_*-主主、g;.全世
界主 230 互肯t8よE:;感染!.e-:，_立1!_~_::ろ除去費周交乏の
閉J三朱p._vーた生産能力ー をあむ君主被害ー 金額ー はー 10億E
!~.j_çーで仁亙と携測!.e-:::D_~9Q
3.2.2 Code Red / Code Red Il
Code Redは、 MicrosoftWindows NT /2000に感染
するワー ムで、 IS(InternetInformation Sarver)としちサ
ーバ用プログ、ラムのセキュリティホール(ある動作をした
ときにセキュリティチェックが行えなくなるなどのセキュリ
ティ上の問題点)を利用して感染する。
7月 13日に拡散を始めたと考えられており、7月 19
日には 9時間で 25万台以上に感染したと推定されて
いる。 Microsoftは全世界で 600万台に感染の危険性
があると推定している。
感染した CodeRedは時間、日付によって以下のよう
な動作を行う。
感染2時間後から 10時間:クライアントのウェブ、ペ
ージアクセスに対して rWelcome to http :/ / 
www.worm.com!Hacked by Chinese!Jとし、う表示を
返す。
毎月 1""'19日:ランダムに生成されるIPアドレスの
コンビュータに対し感染攻撃を仕掛ける。
毎月 20""'27日:米国ホワイトハウスのウェブ、サイト
にDdoS②攻撃を仕掛ける。
毎月 28""'月末:休眠期間となり、活動を停止す
る。
ホワイトハウスは7月 19日にウェブ、サイトの IPアドレ
スを変更して DDoS攻撃を避けている。
Code Redは8月 1日から再度活動を始め、再び被
害が広がった。また、 7月 19日前後に Yer.2と呼ばれ
る変種が、 8月4日にはCodeRed I品、う、より危険度
が大きい新種が発見されている。
Code Red I はウェブ、ページの改車は行わず、サー
バ内にパックドアツー ノレ(ノ、ッカー が進入するための裏
口)を残し、サーバをハッカーが自由にコントロールで
きるようにする。また、感染攻撃に使われる IPアドレス
がCodeRedより広い範囲で生成されるようになってお
り、感染範囲が広がる危険性がある。
個人用PCで、あっても、 ISがインストールしであれば
このワームに感染する。また、実際には感染しなくとも、
感染攻撃によるネットワークの負荷増大や、一部のル
ータ一、モデムが不調を起こすなど二次的な被害も発
生する。
(2)実際の被害
前述のようにホワイトハウスのウェブ、サイトがアドレス
変更を行ったoまた、米 FederalExpressや Microsoft
の無料メールサービス Hotmailをはじめとして、多くの
ウェブ、サイトが感染やネットワーク負荷増大により閉鎖
や業務支障などの被害を受けた。また、韓国や中国で
も8月に入って被害が発生している。国内でも東京メタ
リック通信のネットワークが、このワームが原因と見られ
る通信障害を起こしている。情報処理振興事業協会は
8月6日の段階で国内では数千台に感染していると推
定している。 Com即1民旦r仁仁-一 E段り卯9児i註主白F竺-一-社i位主主_'-_?一月且-志友-ま:玄f立引~lιE 
Co台色R民巳ed全全体:主f立一100友台宜J以土一争坦1感染L、被害金額は
均一億._ë:~!-:J;よるーと携定~1:!t_~9Q_
3_3最近のウィルスのトレンド
今回のSirCamとCodeRedは最近のウィルスの特徴
をよく示している。
SirCamのようなファイル感染型のウィルスは、ファイ
ルがメールなどで、送られ、それが聞かれない限り感染
しない。:去りーた段、 _$_iJ:Ç !:l:~_J主且一分且一身-r:;I--止ま送E
'2lt9構態宣持:ヨζ主支感染経路を急速l;増土L立。
また、感染L立空ιθ土E~竺/.旦界!帳をを-主者割担リ止-毘唐[土?全~3盃2ζと:玄交巳、，_去却q 
q合-ιv¥左企?一らり三ごf止k主と;思_t台手立一る〉λjゴ三-止λ添f仕土之Z之:て.1
り匂-題一名各-主?乏-ミどとイ三J芝芝.Jみ主ト~lι壬7士?空~3盃2三ζ二と:支交豆jl!-:~空7支亡C、あ3盃2二と玄気，_-2ゴ: 
きι三ぎ一jオ?安:る一など-λ、 I企L心、-理一的1t~上~Z土を使用し丈.¥ど五。
Love Letterウィルスをはじめ、最近はこのようなウィル
スが多くみられる。
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一方、添付ファイルを聞かなくても感染する、メール
本文がウィルスとなったものも発見されている (YBS.
Happy Timeなど)。また、正確にはウィルスではないが、
ホームページを問いただけで感染し、パソコンをクラッ
シュさせる悪質なプログラムも発生している(国内で8
月18日に発生した)。このような感染速度を増加させる
傾向以外に、新しく普及したIM(インスタントメッセー ジ)
サービスや携帯情報機器を媒介としたウィルスの増加
も懸念されている。
一方、 CodeRedではウェブ、改窟とDDoS攻撃のため
にウイルスが利用されている。これらは政1合的;支壬どJ売
上v三~主主fーとv主用どÞtし五三とがー委ふー全l聞も芯~7::(上
子三_?~~_'Ì壬Z~:t1上だ標ー的ーとな":)た。また、 Code Red 
II のように(_:.--:;_~をど::t'l..二Jv主主主主主ーと:乏し民報のJ主正
取得ーを行お三と士る空j:~!-:~Í?増担l-:T~_~る。これらの特
徴は従来のウィルス作家には見られなかった点で、ウィ
ルス作家の性格が変わりつつある傾向と見られる。
3_4ウィルス防止の動向
SirCamは、メールに添付されたファイルを聞かなけ
れば感染しない。また、各アンチウィルスソフトメーカー
は発見直後に対応したウィルス定義ファイル③を出し
ており、これが十分広まっていれば感染を防げたはず
である。一方、 CodeRedが感染に利用したセキュリティ
ホー ルは、 6月 19日に発見され、サーバが乗っ取られ
る危険性が高いとする警告と対応するパッチ(欠陥を
補正するための追加ソフト)がMicrosoftより公開されて
いた。また7月はじめにはこのセキュリティホールを利
用してサーバに侵入するプログ、ラムがインターネット上
で流されており(その後削除された)、危険性は予想さ
れていた。すべての該当するコンピュータにパッチが
当たっていれば問題が無かったはずで、ある。
しかし、実際にはし、ずれのウィルスも広く感染し、大
きな被害をもたらした。その理由として以下のことが考
えられる。
餌Å~壬:-:-:-_-!t玄守I_~ç.~ι7.ゴ:!!-:~_<!?_危険性交Z~T虫f
JKZJf!?f-上更新り必要性ー主士会理鰐~1:y_~!.f_~_:AÆ~安
し、。
企業l;お:v¥主主::¥'-ョリア壬対策ー りー重要ー 性ーだ士会:理解
主札--cおーら主主ー土王子:~:f:て対策ーだ徹底J主主L三y_~!.f_~_:。
特に SOHOなどでは、十分な技術を持つ、専属のシス
テム管理者がいないところも多い。
主主主ー 日云ゴ主ご二Jlこiζ閉.士るー 警貴J主毎J週のよ5.K出喜一
れるため、システム管理者がすべてに対応しきれない
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(Microsoftのホームページには最近1年間に IS関連
のセキュリティ情報だ、けでも 25件が掲載されている)。
dどゴそご主立上よ:立l主比較的芽，"¥Il雪期[;警ー告が発走
られーる'Æ，_二般的立).z'_，:(!J;賃空昼夜:喧~:h9~泣ー被.害
が広がってからで、ある(主要新聞でSirCamの記事がで
たのは7月24日毎日新聞夕刊、 CodeRedについて
は7月 31日朝日新聞夕刊である)。
ウィルスの作者が逮捕されることも最近は増えている
が、ウィルスの発生には追いついていない。特に最近
はインターネットなどからツールが入手で、き、比較的簡
単にウィルスが作成で、きるような環境になっているため、
元を絶つことは非常に困難であろう。
従来から企業向けにはセキュリティ対策サービス会
社があったが、最近、ウイルス拡散を防ぐ方法として、メ
τ/v感染型Jヨゴ止A(1)検出ー主1主主三主史上接続業者
のサーバにおいて行うサービスが始まっている。日本
では 7月に岡山の NDS社が、 8月から大手接続業者
の Niftyがこのサービスを始めた。また、アンチウィルス
ソフトメーカの Symantecと IBMは、 IDigitalImmune 
SystemJと呼ばれるシステムを共同開発したι新種立f
k主役第ーごJ感染[;反応」ー二_ttJ;赴応_~立，rz_1!~~定
義と'/7上虫壬:!~と}_土:づ'_互の顧客J三開座[;配布T2_'と
ど2~_q)~、jあ'_29_主主-L2ZffkJE定義りーなど麓種虫ゴ止主
主検出土亙たり(1)研完もiÏt?れ1:!t_~9がλ寒風化1;_t主
時聞がかかるであろう。
今後、ブ、ロードバンド、の普及、家電製品のネット接続
など、ますますコンピュータが家庭に普及することを考
えると、ウィルスの被害を少しで、も低減するためには、
最終的には個人における防御が重要となるであろう。
そのためには、基本的なウィルス対策を広める一層の
努力主求めーらー札9_Q_教宣機関支りIIT教育j;おど支~_，_
基本的立虫1!l:-:~刻家教査が士ー会rrむh_る三とお必要
~~229ーまたL安全三と弘危険度り高心虫1!l:-:~!;:?_~_~
，T位、ZKEf?新ー開ー主:_~_~:?た二放さZ~1Z交の注意'(1)
喚起主p_~~も~三_tît?h'る三と主期待.さhる。
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※ZDNN、NikkeiBiz等のネットニュース、情報処理振
興事業協会セキュリティセンター、アンチウィルスソフト
メー カ、 CERT(カーネギーメロン大コンピュータ緊急チ
ムー)、 NIPC(米国家インフラ保護センター)等のホーム
ページを参考にした。
用語説明
①ウィルス、ワーム、トロイの木馬
コンピュータに何らかの害を与えるプログラム全体が一般的に
ウィJレスと剛まれるが、狭義のウィルスとは、1)別のファイルに寄
生する形を取り、これを実行すると感染する、2)感染すると自己の
複製を他のファイル、コンビュー タに作成する、3)一定の潜伏期間、
またはトリガーによって何らかの症状を発現する、の特徴を持つ
プログラムを+旨す。
これに対しワー ムは、 1)他のファイルに寄生しない、独立した
プログラムである、2)自分で感染先を探し、感染する能力を持つ、
と言う点が異なる。
トロイの木馬lま、一見正常なプログラムであるが、裏でユーザ
が意図しない何らかの活動を行うプログラムを指す。感染行動を
行うとは隈らない点でウィルスやワームとは異なる。艶丘はこれ
らの特徴を併せ待つものが多く、SirCamも機関によってワー ム、
トロイの木馬両方に分類されている。
②DDoS (Distributed Denial of Service Attacks;分散サーピ
ス拒否攻撃)
サービス拒否攻草加。S)とは目標のウェブサイトに対して同時
に多数のアクセスをかけることで、サーバやネットワークを過負
荷に陥らせ、サイトのサー ビスを停止させる攻撃である。DDoSは
この攻撃を複数の地点から行うことで、特にハッキングなどで無
関係のコンビュータを多数乗っ取り、攻撃に参加させることを指
す。
③ウィルス定議ファイル
ウィJレスのプログラムに特徴的なパター ンを定義するデー タで、
アンチウィJレスソフトはこのパター ンを用いてウィJレスの検出を行
う。パター ンはウィJレスによって異なるため、常時更新していない
と新しいウィJレスに対して無力となる。
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4.特集:カナダの科学技術政策動向
総括ユニット/情報通信ユニット 小笠原 敦
4.1 緒言
最近米国シリコンパレーのハイテク企業経営者の間
では、米国景気低迷による収益構造の悪化、長期に
渡った好景気によるレイパーコスト上昇の問題、さらに
はカリフォルニア州の電力危機、電力コスト上昇等によ
り、生産拠点・研究開発拠点の移転が真剣に議論され、
移転先としてはカナダが有力な候補として挙げられて
いる。実際2000年第4四半期の投資資本は米国では
30%減少し、同時期にカナダでは50%増加しているが、
米国の投資がカナダへ流れていると見ることができる。
カナダは優遇税制措置によって海外企業の研究拠
点誘致を行うだけでなく、米国シリコンパレーの頭脳の
中心となったスタンフォード大学のように核となる産学
連携の構築や、起業家にとって魅力あるIPO(新規株
式公開)奨励策等、政策面においても非常に積極的な
動きを見せている。
日本においては岩才:?:~.動血はま周(J)陰ι隠まし玄
認識さtt:難ピ{別頁ーがあ_~主主ー2恭t三て.1_1旦;之f乙ぐ之~E:;最最-も象
三りA.う
壬fり手I_~整ま芽隼JιEおど:玄主ロj民主最2悲主t包'端境-り悲2zゴ/子三:ご:ご了通f賃宣支、上2立f 
2之!を1憩虫走J-:，_-:(き主~~rt~L~~_t攻orksなど〉ーョ/ど三':~_?!.
:う立モ之、通信部開1:J主旦去を遼麗l.:_"I.止要上立7'虫
箆筑部閉品数多三f:在する。
このような産業政策の側面は最近ではJETRO(日本
貿易振興会)のレポートでも取り上げられ注目されつ
つあるが杢摘I_-S;:民投警長術政策りー 側面J5J定点ー を軍主L
方丈芝、のー 特徴主分ー 哲して行くことにする。
AJH主JL杢空手ー杓u.4.(1!土:L豹旦壬1頁_7JA_，一旦本:
約H意~:f_7.ê:五Á)J;:t.芝など民主ーー自悠型空分ー里f立り­
ZごーでさJv賞支賞者ー数民J~_本ーと回数ー(合At巳名，，λ-友土労Z乏t.
物理主賞2翁金_，苫，.1.ι空賞3翁全-~-生理主空主手全..犀医.ヨ警号賞1~多ち色I_~_-一 旦旦日-手本ドJよ司
物理主賞J:1多企5主"ー住吉今賞~?_~_~_生理主工医学賞1会)_:立長弘-
1責隷!通信分野立、J土:立金三物理主主_fJ包挙λ 民ー主了生理
主筆り基礎型空会竪l;も強~_~9_
従来、カナダから米欧への研究・開発人材流出
(Brain Drain)、技術流出が大きな問題で、あったが、そ
れを克服して逆に呼び戻し呼び寄せ、積極的に人材
流動、ミキシングを促すことにより研究アクティビティを
上げることに成功しつつある。
研究.開発1;;封土.~_yー さz-X1~~2]_~_t制度λ産業
空222:構築ー等三ー旦本;主:も思りÀ~_2?あるー車策室
器廃的ι実施jピ:主主主点~_注_~_g;._~直:主主主主ーまーのよヨ
な研ー究:1之?.7.~上'_?1"f.士三虫構築ととも，J;，_!l:tXJご、
l主題たt~_~:t_!-:_~2_~_1!l王ごご~ど旦;どf三乙f二_(割匁司り
里コ玄玄草主;1ι乙主り位Á封拭-流動I_，_?;~_~之よどだ悲賞主重要ゴごあ_~
とkごう
4.2 カナダでの産学連携と外資の取り込み
一般の日本人には馴染みが薄いが、トロントから米
デトロイト方面へ車で1時間ほどのところにウォーター
ルーの街がある。メープルシロップの産地としても名高
いが、コンピューターサイエンスの研究では米国を含
めた北米大学のランキングにおいてトップクラスの大学
で、あるウォー ター ルー 大学があることで、も有名である。
人口400万都市トロントの近郊で、はあるが、農業で自給
自足しランプや馬車での生活が残る St.Jacobs地区
が隣接する自然に溢れた所でもある。冒頭でも述べた
が、米マイクロソフトに最も多くの卒業生を送り出してい
ることでも知られている。
この?ォーでー芝三!_~=;t_~委主主家と~支?ォーご?ごfK7:二三ー
q:-ー立三:t_=，_7/2:~ZT~旦市J;跨2!Ç工{:憤欝産業)
空_?~?_三~__ÇII但号n~gA_I~çhn9_l_<?gy_.1)j~_l!gl~)__が月三成
されている。 IT関連ではこのCTTのほか、ノーテルネッ
トワークスをはじめノキア、アルカテル等、内外の通信
機器メーカーの研究機関が集積したオタワ地域、映画
の特殊効果に使われる3D画像ソフトウェア等マルチメ
ディア関連のIT企業のあるモントリオールを含めた3ヶ
所がカナダ東部のクラスターとして知られている。(カナ
ダ西部ではパンクーパー、カルガリー、エドモントンで
クラスターが形成されている。)
この中で CTTの中心となるウォータール一大学で、
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米国では見られない展開を見せたベンチャー企業の
事例を紹介する。
Waterloo Scientific社はウォータール一大学の教授
でもある C.J.L.Mooreらにより1980年代に通信用レ
ーザや CD/MD/DVD等のディスク用レーザ、衛星放
送や携帯電話用の高周波素子等、現在非常に脚光を
浴びているデノミイスに用いられる化合物半導体の評
価機器メーカーとして設立された。非常に高度な物理
学的知識を要するフォトルミネッセンス装置、 X線回折
装置の開発、製造を目的としていた。
しかしカナダの無名のベンチャーとし、うこともあって
営業的には苦戦し、 1996年にオランダのフィリップスの
資本参加を受けることとなる(社名も Waterloo
Scientific社から PhilipsMaterial Characterization 
Systerns : PMCSと改称)。フィリップスはオランダに強
大な半導体計測器の研究・開発部門を持ち、特にX線
回折装置ではトップシェアを誇っていたこともあって吸
収されてしまうのではなし、かとしづ懸念があった。
ところがウォータール一大学のコンビューターサイエ
ンス部門をバックボーンに持つ PMCSは、高度なソフ
トウェア技術、シミュレーション技術を駆使してX線回折
装置の制御用ソフト、データ解析ソフトを開発し、オラ
ンダの本体を圧倒してしまった。オランダの装置につ
いての高度な精密技術とカナダの高度なソフトウェア
技術との一体化により、フィリップス計測器部門は一段
と強大になり、また PMCSもオランダに呑み込まれる
ことなく独自の特徴を活かすことに成功したのである。
これは外資1;主_~資ー杢奏抑_t乏!t:I_~_~~仁:t_，長貨附
t;!主J産当主連欝:1.:よる組且ー 誌績が:そー りー 外資り実力量一土
国弘結果的j三且国~;誌衛的l.l三もA抗的J_;~忘却益:'?;t
たらしたとし、う一例である。
4.3カナダの科学技術政策での新たな取り組み
前項で、はIT関連について述べたが、米欧と同様に
カナダにおいても次の研究開発の重点はIT重視は継
続しながらもナノテクノロジ一関連と、バイオテクノロジ
ー/ライフサイエンス関連にシフトしつつある。
ナノテクノロジーについては8月17日、アルパータ大
空J三全後_~_~閉I_~_H意~Q9_Q_!iP土~Y!~_(約問{意円
lιι三 Y78.心室長^_~:I:t空泉上z'1!-::~!~V国立研究
開_(N!!:I_ _: _N ~_~i_Q!!~I_民主ituLe--ofbl号not県h!l_QJ~gy)ー 査と誌ー立
す~9一計周が発.表された。この研究所が設立されるのは、
保健・医療分野からエネルギ一、コンヒ。ュータテクノロ
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ジーにまで至る広範な技術分野で、ナノテクノロジーが
ブ、レークスルーの鍵を握ると考えられているからである。
この予算についてはNRC(NationalResearch Council) 
を通した政府予算と、アルパータ州政府予算が各々
50%で構成される。人員規模は200名程度が予定され
ている。
先に述べた!工関連ーの班宜!開発ーと同様λ_1.__7_~!!_ゴー
構築型の昆第点と己主し:玄どることがわかる。
一方7ゴ2主1.壬/7-関連J三"":)It'支出λ 会ー主主述.A:ー
たITλー士三三芳:!_t:-: 2~プーと県対照的ーE:;_，_:δ-乏:t!!-:'.三(~
~.7:~cf三三そ埜築型lV政策が琵みb札，_-:ç_~_~る且ー
ライフサイエンス分野の政府研究資金の援助と調整
は、 2000年に発足したCIHR(CanadianInstitutes of 
Health Research)が主に行っており、 2001年"'-'2002年
のベース予算は4億7700万カナダ、ド、ノレ(約374億)であ
る。
NRCに所属し、現在在日カナダ大使館の科学技術
担当参事官で、もあるフィリップ・ヒックス氏は、
fCIHR傘下の研究所は、ーヶ所に集めるような形は
とりません。 13のバーチャルインスティテュートを設け、
大学や病院その他の研究機関lこし、る研究者を横断的
にサポートし、リンクするものです。;;ーりょ?ご:Z土/v.て(~
J手~T.ゴアヨごH三i主_，-!_~:1丈三;支iÎ}!~，・臨，_~医主主ー医費
全f212三みーとーサー:-:-:-_~'~~，__^旦り健康了:でーりー影ー響ーなーと茸辻-会
的三玄j化ヒ的的-な閉J題題空ρ手班空賓E玄含主tr.生?ヨ三fり手E班賢賓窓-り
堅主:土tι三り点2な研-究鎮按域_"!{支f三:f怯主閉関司連:土支土~~盈i研究.分竪色色Lj委
1岐境Jιi巳-三才む2た弘-ごー で三位開『題ー を解法主9たりJ乙ー も象援な知
識点必要ーと!.~:?_:;_主主主9__乏りーため，_~;はJ様生ーなき空間ー領
域λ研究機関玄包話土9δごう旨士!_l:-'_1~Z:芝::f_T.ヲ二三上
1主主効主主喋と立?丈'It'主主立ー
また、広大なカナダの地理的な隔たりを埋めるため
にも有効な手段なのです。そして、実際のリアルに研
究を実施する機関、病院等はそのままなので、成果の
技術移転が素早くスムーズに進むというメリットがありま
す。これは1!t界ー 的t;前一例り無It'7J土!!_'~V独創的企Z
プロー チで、す。 J
と、語っている。
さらに最先端のゲノムサイエンス関連で、はGenome
Canadaと命名されたノンプロフィットコーポレーション
の形態をとる試みがなされ、 3億カナダドソレ(約235億
円)を連邦政府から受けて5つのゲノムセンターを国内
に設立している。このGenorneCanadaでは22の大規
模プロジェクトのサポートが行われており、ヒューマンゲ、
ノムだけでなく、農林水産、環境、法的問題、倫理的問
題の研究等、ゲノムに関連した広範な研究をカバーす
る。産学官にわたる2000人の研究者・技術者を擁し、
700人以上の学生、ポスドクのトレーニング、機会をも提
供する計画となっている。 117を超える大学、病院、ノン
プロフィットファウンデーション、企業が参加する予定で
ある。
4.4カナダにおける研究人材の確保
前項までにカナダにおける科学技術政策の特徴(IT
ニクラスター構築型、ライフサイエンス=バーチャルイ
ンスティテュート構築型)を述べたが、次にカナダにお
ける研究人材確保についての特徴を述べる。
カナダでは長年国境を接する米国への研究人材流
出(BrainDrain)が問題となっていた。例えば米マイク
ロソフトでウォータールー大学の卒業生が最も多いとし、
うことはカナダの学生の能力が高く評価されているとし、
うことの反面、それだけ優秀な学生が流出しているとい
うことも意味している。
us ドノレとカナダドルの格差が収入面でも同じように
出るため、どうしても高収入を目指せば米国を指向す
ることになるのは仕方がないことである。
そのような背景を踏まえてカナダ、政府はいくつかの
政策を実施している。
まず、研究者の海外流出を防ぐために研究者の待
遇改善を行うための施策として、研究施設の改善と収
入面での処遇改善を挙げている。その施策の中で最も
際立つのが虫堂土去三f壬;引ÇQ_:8!J設L~Q9_?~)_支あ9.2_
芸品ーは全鋒t~笠間E~~H意J弁士?!r:ィ~_(豹XQ~v奪回ょを企~t
主主ー玄主芳阻属研.賓捧.関λ附属鹿臨{IJ.型携ーとt~9.研先
主?9_Q_QA.玄 fJL-tご_"t~_T.主主Jー と_~玄高l~_~処遇主主るーと
ど2t_V.~ずあ9.9_三h_t，ζ主旦fとり虫核研窓主の鈴主本埜
をコ~f音.近三長~J主主!fJ~停互壬友田~=主主確保L_
世界上z1:~~~ÇQ:費支E煮ーをJ弁士三~Jζ確ー健司士るーζ主主
主9.三とがー 主主るー としている。これは友土乏出身ー りー 優秀ー
な.研ー 究者.匂諒.出量ー 防空ととt.f;海?1-_v.上2fZKでさ/).;0)
唖窓賓室担致才ゑ芸主が_~能ι!J;9.ということも意味し
ている。
ただし研究人材流出については必ずしも全ての面
で否定的ではないとのことであった。前出のフィリップ・
ヒックス参事官、在日カナダ大使館の阿部のりこ科学
技術調査官によると、 fp土~~];おJ土る新たなゴ~_~_~2_._
空日三号ごYヨ之〔去!!~創造)j;t~_A1主読動f;ーともーな三塁玄
{じ融合J_C-_.よ2要素主?s主K71-米欧に出て行く者もいれ
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ぱ戻ってくる者もいる。例えば米国のシリコンパレーへ
行ってワーカホリックに働いて稼いで来る者もいれば、
その生活に疲れて癒しを求めてカナダへ戻って来る者
もいるというように。そのような漉動D史支果玄j乙長接
lAと~~~_墨玄i己主持2た硬費者j壬車E';蝕t.1:iるζとJ;主2
~C_:徒表。賞識童疎る新たな話想芳独創的立理論定
生ま払る.のではないか。創造が活性化されるのではな
し、カミ。 J
とのことであった。
4.5結言
日本ではカナダのイメージは米欧の聞に挟まれてし
まってなかなか正確に認、識され難い側面があるが、 G7
諸国の中でカナダは米国とともに国民勘定ベースで見
た政府の総合収支が黒字の国であり(97年より)、非常
に高い国力を持ちつつある。その成功については参
考にすべき点が多いと思われる。
特に海外の技術、研究成果を自国に取り込んでしま
うという視点には興味深いものがある。カナダは技術を
基盤とした経済成長には FDI(Foreign Direct 
Investment =海外からの直接投資)が非常に重要であ
ると認識を持っており、オタワでのノキア、アルカテル、
カルガリーでの IBM等大企業だけでなく、ベンチャー
においても多くの海外からの研究開発投資を呼んでい
る。また政府の研究においても海外とのパートナーシッ
プ、アライアンスを重視している。そしてその研究成果
を投資国だけの成果とするのではなく、自国の資産と
する基盤が出来上がっているのである。
日本においても海各企.2~班~J開発投資， ，優愛な.
研寛章宣車引込ーみど?_2~_成暴_~~旦本i主主ら~6必漬弘.さ
ら~l;f主日.率良研ー究ー者-O)処遇'_LA.封貰成.Îì!U;おlY_~_1"~も
1:zz-.と.な豆主豆な仕.組長.ゴ三型企?史~_0_tk盈のではな
いかと考えられる。
またナレッジ・クリエーション(知の創造)の活性化のよう
な議論は、日本のノーベル賞受賞者増議論の参考に
もなると思われる。
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5.特集:米国 2002年度政府R&D予算編成の動向
5.1 緒言
米国交は 2002ーチ度_(?_QQUモー 10 旦~て2002 年旦且}
を且前:I~控之ょ用政!ff予算一り議会審一議-a1太詰めーを迎
えている。
本誌5月号の特集「日米欧の政府R&D予算に関す
る政策動向」では、米国の 2002年度政府 R&D予算に
ついて、 4月9日に発表された大統領案をもとに概観し
た。ただし、大統領案の発表時には、政府R&D予算の
約半分が配分される DOD(国防総省)が本格的に国
防政策を見直している最中で、あったため、大統領案で
は、同省の予算要求として、 一時的に 2001年度予算
にインフレ換算等を加えた値が用いられた。
その後、 6月末に、上記の国防政策の見直しが完了
し、大統領案における000のR&D予算が上方修正さ
れた。また、大統領案を受けて、下院、上院はそれぞ
れ予算審議を進めており、既に両院から000とNIHを
除く機関の予算案が発表されているが、これら両院の
予算案は、多くの点で、大統領案と異なっている。さらに、
8月28日、議会予算局は2002年度のGDP実質成長
率を、今年 1月に示した 3.4%から 2.6%に下方修正し
た。この修正値は、 2月28日に発表された大統領予算
教書において、ホワイトハウスの予算管理局が見積っ
た同 GDP実質成長率(3.2%)をも下回っており、 2002
年度予算へ圧縮プレツ、ンャーを強めている。
以上により、 2002年度政府R&D予算は、 5月時点の
見通しからかなり異なったものになる可能性が高い。こ
のため、本積1:J主最新りー王算一編成状況生忘却ム 米ー国
り 2002 年度墜府 R~主q王算l;:?ど:守展望T{1o
5.2 予算編成プロセス
米政府の予算編成は下記のプロセスに沿って行わ
れる。
大統領予算案の議会提出
議会審議
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情報通信ユニット 清貞智会
下院予算案、上院予算案の可決
↓ 
両院協議会を通じて議会予算案に一本化
議会予算案への大統領サイン
予算成立
米国では予算作成権は大統領でなく議会が持つた
め、大統領案は議会審議を経て大きく変更されること
がある。
5.3 大統領予算案の概要
2002年度政府 R&D予算について、大統領案に
000予算の修正を加えたものを図表 1に示す。
図表1米国の2002年度政府R&D予算に関する大統
領案
DOC 
USDA 
NSF 
NASA 
NIH 
その他
DOD:国防総省 NIH:国立衛生院
NASA:航空宇宙局 DOE:エネルギー省
NSF:国立科学財団 USDA:農務省
DOC:商務省
注:AAAS Report XXVI: R&D FY 2002およびR&Dinthe 
FY 2002 Department of Defense Budget， AAASをも
とに作成
また、同大統領案の対前年変化率を図表2に示す。
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上院予算案の概要5.5 図表22002年度政府R&D予算に関する大統領案の
対前年変化率
上院も 2002年度 R&D予算について、既に DOD、
NIHを除く機関の予算案を作成済みであり、同予算案
の対前年変化率は、図表 4のとおりである。
図表42002年度政府R&D予算に関する上院案の対
前年変化率
15 
変 10
化
率
(%) 。5 
-() 
j主:AAAS Report XXVI: R&D FY 2002およびR&Din the 
FY 2002 Department of Defense Budget， AAASをも
とに作成
15 
変幻
?
??
?
?? ?
?
?
?
?
? 、
DOC 
j主:AAAS Analysis of R&D in the FY 2002 Bufdget 
(8/29版)をもとに作成
USDA NSF DOE NASA 
太統領案支:はL前[~J_;比^ヱーDOD およV__N.Jtl__り
里&D -=予算は 15賢裡度増加~_-:ç_~_~る点》ー :をJりー他機聞は現
状並.みが減1:~Jてて主 ~_~9o
土院実:支持-，前:1堅1;比?主主 DOD.ぞーN.H:I__w.-:持:り機
関0)R&D予算はー:君主主増加L之おりλ 特ーJ_;旦qιり増
加が大きい。
下院予算案の概要
下院は 2002年度 R&D予算について、既に DOD、
NIHを除く機関の予算案を作成済みであり、同予算案
の対前年変化率は、図表 3のとおりである。
5.4 
図表 2"'"'図表 4から、大統領案、下院案および上
院案で多くの相違点があることが分かるが、この要因と
して、政党カラーの違いやロビー活動等が挙げられ
る。
DODとNIHを除く機関のR&D予算は、前年に比べ
て大統領案ではどの機関も概ね減少しており、下院案
では増える機関もあれば、減る機関もあり、上院案では
概ね増加している。これには、政党カラーが大きく影響
している。 すなわち、塾和党ι塵土亙太統領~周;覚り
勢力恒優勢な王!買は、 R&D活動を産業に任せようとす
る同党のカラーを反映して、政府り R鼻立投資量抑之主
三と土る傾向が強1，;)。一方、民主党勢点点優勢な=仁院
は、政府主導で R&Dを推進しようとする同党のカラー
を反映して、 士会h:'~.底 R鼻旦投資ーをJîおヨとT:る傾向
が強し、。
さらに、図表 2の大統領案においてDODやNIHの
R&D予算が増えた一方、それ以外の機関の予算が減
っているのは、大統領が「減税、教育重視、国防力強
化および NIH支援拡大jを先の大統領選の公約にし
予算案編成の動向5.6 
図表32002年度政府R&D予算に関する下院の対前
年変化率
15 
変 10
化 。
-10 
5 
率
(%) -5 
一15
j主:AAAS Analysis of R&D in the FY 2002 Bufdget 
(8/29版)をもとに作成
I院案~J;t，一前:与に民でそ7亡 NASA 芳ー円5巨り R&D 予
算が一号 "'"'8月増加!で，"I~_~9荷主，__QQ_ç り _R_IkR__T算1主 10賞
理度減少しー主1，;)，る。
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たことが大きく影響している。太紘一領民公ー 豹ー を果たT立
やさ及。旦_~_N._I_ltり壬算ーは増?乏2と:_~T~ _\る主主ー減税
i主主一る歳み被~&~旦J込ままし9三と7守政府ーR&D 王算全体主
増1'_-:tζとは困難:す良弘二り_~t>j聖堂ーと_~:I_~ 走り:他
機閉ーりー_R~R_T算玄捗ーら全ヨ主!-，-_-:ç_~_~9_。
次に、 DODとNIHを除く機関ごとに、 R&D予算を、
大統領案、下院案、上院案で比較すると図表 5とな
る。
図表52002年度R&O予算の対前年変化(000、NIH
以外の政府機関対象)
機関 2001年度 R&D予算に対する
2002年度の変化
NASA 大統領案、上院案では現状維持だが、
下院案では 5%程度増加。
OOE 大統領案は減少、下院案は現状維持、
上院案は 10%弱増加。
NSF 大統領案は減少、上下院案はともに増
加。
USOA 大統領案は 10%弱減少、下院案はわ
ずかに減少、上院案は 5%弱増加。
OOC 大統領案および下院案lま10九前後減
少、上院案は 15%程度増加。
NSF免 R&Dま算はL貢tr~J_~J七A:.丈太統領案支減弘ー
主主院?とJ主増之-Clt\るが〉ー;二り賀景J三は:t1~~:再三三
三日交侍ι点る議会三り働主訟はがある.0AAASの
R&D予算・政策プログラムの Koizumiディレクターは、
「サイエンスコミュニティ等が、各自の活動を支援する
NSFの各種プログラムへ十分な予算を配分するよう議
会へ働きかけており、これが議会審議に大きな影響を
与えている。 Jとコメントしている。
また、 DOCり R&D予算ーはL前年K.比A:.-C太統領案
および王院案支、成る二友〉主院.Tは壇之-Clt¥るだ》ー二
札は同省_~_j\IP._(*-~世誌:衛方旦玄三AH;，対士9閉ー覚
り主張が異ー なる立ゐ主、長る。 ATPとは、企業の基礎技
術開発を助成するため、 1988年に創設されたプログラ
ムで、共和党はこれを否定的に、民主党は肯定的に捉
える傾向が強い。このため共起党K_属オる本経領今，
開:&が優勢立王院~[主 2002 芽庭T~算j;_Å工里子算を計
上v亡どなん¥1Jら.民主党が優勢-('あるよ院は永沼前空
増り_7.算玄武主~~~.~9。
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5_7 2002年度政府R&D予算成立へ向けた見通し
2002年度政府R&D予算成立へ向け、今後は上院、
下院で DODおよび NIHの予算案を作成し、さらにこ
れらを含むすべての機関の予算に関する下院案、上
院案を両院協議会で一本化し、 これに大統領がサイン
する必要がある。
ただし、 DODおよび NIHは予算規模が大きいだけ
でなく、大統領が対前年大幅増を希望しているが、6
月に大型減税法案が可決され、 さらに GDP実質成長
率の下方修正による予算圧縮プレツ、ンャーがかかって
おり、閉院;~;:よる， DOD 長主XLNH:-Lりf予算案作成ぞ乏
の後の調整は難航する見通しである。このため、 2002
年度政府ー 月&D予算成立-':;1:_，J.9一旦1ζ明男f:度り開扮:後L
さーらι:数土月一程度I札込むー 見通しで、ある。
5.8 クリントン前政権とブッシュ政権の科学技術政
策比較
2002年度予算は、ブッシュ新政権にとってはじめて
の予算編成であり、今後の同政権の科学技術政策を
方向付けるため、注目を集めている。前章まで大統領
案、下院案および上院案から2002年度R&D予算の見
通しについて展望したが、新政権での予算編成を、ク
リントン前政権下で組まれた予算編成と比べると、どう
いった特徴があるのであろうか。
本章では、ブ、ツシュ政権下で出された 2002年度政
府 R&D予算の大統領案、下院案および上院案と、クリ
ントン前政権下で編成された2001年度政府R&D予算
を比較する。
図表 6に2001年度政府R&D予算の対前年変化率
を示す。
図表 62001年度政府 R&O予算の対前年変化率
15 
変
化 10
率
(%) 5 
。
000 NIH NASA DOE NSF USDA DOC 
注:AAAS Report XXVI: R&O FY 2002をもとに作成
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る。ただし、ブ、ツシュ大統領が重視している DODの
R&D予算は例外である。
これに関して SRIインターナショナル科学技術政策
プログラムの Petersonディレクター は、「クリントン前政
権は、次世代ネットワークイニシアティブ、をはじめとする
各種 ITイニシアティブ、国家ナノテクノロジーイニシア
ティプおよびNIHの予算倍増計画等、DOD以外の機
関における R&D活動を幅広く支援したが、ブ、ツシュ政
権は DOD、NIH以外の機関の R&D支援には消極的
である。 jとコメントしている。
5.9 結言
進国I.!Q .?Q.Q~年度政府ーB~R.T集り編成J主難航~k.~ξ
おりλ成立住用生度りー開始後L数2:~.翠度.-fh込ーなこ
とが予想される。
今後、議会審議では、
し、かにDODやNIHのR&D予算増を抑え
るか
DODやNIHの予算増を賄うため、その他
機関の予算をいかに圧縮するか、あるいは
社会保障基金の黒字をいかに切り崩すか
ATPは予算を新規計上しないか、あるいは
対前年増の予算を付け、手厚く支援するか
等が争点となるであろう。
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科学技術動向研究センターのご紹介
科学技術動向研究センターとは
平成 13年1月より内閣府総合科学技術会議が設
置され、従来以上に戦略性を重視する政策立案が検
討されています。科学技術政策研究所では、戦略策
定に不可欠な重要科学技術分野の動向に関する調
査・分析機能を充実・強化するため、 1月より新たに
「科学技術動向研究センター jを設立いたしました。
本センターでは、第2期「科学技術基本計画Jに示
されたライフサイエンス、情報通信等の重点分野の最
新動向に係る情報の収集や今後の方向性について
の調査・研究に、下図に示すような体制で取り組んで
います。
センターがとりまとめた成果は、適宜、総合科学技
術会議、文部科学省へ政策立案に資する資料として
提供いたします。
センターの具体的な活動は以下の3つです。
(1)r科学技術専門家ネットワークJによる科学技術
動向分析
わが国の産学官の研究者を「専門調査員」に委嘱
して(7月 1日現在 2670人)、インター ネットを利用し
て科学技術動向に関する幅広い情報を収集・分析す
る体制「科学技術専門家ネットワークJを3月16日より
運営しています。このネットワークを通じて、専門調査
員より国内外の学術会合、学術雑誌などで発表され
る研究成果等、注目すべき動向や今後の科学技術
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の方向性等に関するの意見等を広く収集いたしま
す。
これらの情報に、センターが独自に行う調査・研究
の結果を加え、毎月 l回、 「科学技術動向Jとしてまと
め、総合科学技術会議、文部科学省を始めとした科
学技術関係機関等に配布いたします。なお、この資
料はhttp://www.nistep.go.jpにおいても公開します。
(2)重要科学技術分野・領域の動向の調査研究
今後、固として取り組むべき重点事項、具体的な
研究開発課題等を明確にすることを目的とし、重要な
科学技術分野・領域に関するキーテクノロジー等を
調査・分析します。
さらに、重要な科学技術分野・領域ごとの科学技
術水準を欧米先進国と比較し、わが国の科学技術が
どのような位置にあるのかについての調査・分析も行
います。
(3)技術予測に関する調査研究
当研究所では、科学技術の長期的将来動向を総
合的に把握するため、デノレファイ法による技術予
測調査をほぼ5年ごとに実施しています。これは、
今後 30年間の重要技術を抽出して、重要技術の重
要性評価や実現予測時期を分析するものであり、
センターは、多くの専門家の協力により本調査を
引き続き実施いたします。
※このレポートについてのご意見、お問い合わせは、下記のメールアドレス
または電話番号までお麗いいたします
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